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1　目

本研究の目的は，現代の母親の母性意識の構造を分析

し，その実態を明らかにしようとするものである。現代

の核家族化，生活様式の都市化，価値感の多様化，そし

て情報化社会め現実一こうし準諸条件に支えられ，変

的

化しつつあるといわれる母性意識について，現在もっと

も養育に時間と心を費している乳児をもつ母親を通して

解明する。

皿　方

（1）手続き

1）質問紙はン質問をづぎの五つにわけて作製した。、

　A．母親の子ども・少女時代について。B．現在の夫と

の生活，母体の健康，夫と子どものどちらに比重がある

か。C，乳児の世話やスキンシップについズ。D，乳児へ

の働らきかけo　E．母親の育児観や社会観についです一

以上五つの柱で小項目をつくり，5段階S　D法による質

問をつくる。予備検査により項目の検討をし，40項目の

設問とする（附，質問紙参照）。

』・2）保健所の乳児検診に訪れる母親に，その場で記入し

てもらう方法をとる6つまリン比較的短時間に，質問に

対して感じたままチェックするよう状況を設定した。

法

（2） ・対象

　大都市ン中都市ノ 郡部の3群の資料を得るため・大都

市は東京，中都市・郡部け表日本と、して高知県，、蓑日本

として石川県を討象地域≧ した。なお， 東京では団地

（高島平保健所），山手（雪ケ谷保健所）・下町（蒲田保

健所）に分散して対象をもとめたo東京6002石川県600，

高知県60位（費中都市 300，郡部300）計1，800部を配布

レ，回収数12773で，。回収率は99％であるρ実際得塵対

象数を地塚別酢券る点第1表のようになる。

（3）調査日時

　1974年11月から1975年1月にわた駕各対象保健所の

乳児検診日に調査を施行した。・

第1表調査対象
一東　　　京　　　都 石　　川 県 ゆ商　1・知 ㌧ 県　　

合計
陥平勤谷1蒲田 計 金沢1郡副 計 商知卜郡副計 ll

・88r 2262・4
618

、291　　　284
575 255レ325』1580 工773

皿ド結

1．地域差の検討

（1）まず2東京都は団地・山手・下町別♪石川県は金沢市

・郡部別，商知県は商知市他市街地・郡部別に，それぞ

果

れの項目にわたり，頻数と％を求めて各地域内の差を検

討した。つま膓東京都内の三群ン石川県の二群・高知

県の二群夕およぴ石川県と高知県について2それぞれの
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日本総合愛育研究所紀要 第1礫

第2表一1年　令
12・才輔12・一24才125－29才13・一39才14・才以上1 計

東大

都

由尽市

　6

1．0）％

　119
19．3）

　336
54．6）

　151

24．6）

　3

0，5）

　615

100，0）

中 都 市
　2

0，4）

　159
29．3）

　290
53．4）

　92
16．9）

　0

0，0）

　543

100，0）

郡 部
　5

0．7）

　196
49．9）

　302

49．9）

　99
16．4）

　3

0，5）

　605

100．0）

計

13

0，7）

　474
26．9）

　928
52，6）

　342
19，4）

　6

0．3）

1763

100．0）

O．1〉P

ちがいや傾向をみるため，各項目ごとにが検定をおこ

なったがあまりにも繁雑に亘るのでここでは省略する。

（2）大都市・中都市・郡部による差

　東墓都全体を大都市，金沢市と高松市他市街地を中都

市2石川県と高知県の郡部をひとつにまとめて・郡部と

し，大都市・中都市。郡部の三群に大別する。この三群

について各項目ごとに実数と％を算出し娯検定により

三群の傾向を検討した。以下大都市は東京と表示した。

　1）　face　sheetの分析

　まず，対象年令をみると，25～29才台がもっとも多

く2各群とも50％前後である（第2表」1）。

　地域差は東京が3b～39才に20％で他群より多く，中都

市。郡部は20－24才に30％を占め（東京20％），郡部の

方が年令が若いといえる（危険率．01％）。学歴をみると

（第2衷山2）全体として高校卒がもっとも多いが，東

京・中都市。郡部の順に学歴が低く，危険率．01％で明

らかな差を示しているQ乳児をもつ母親の齢業状況は2

つぎのようになり，郡部の母親は53％と就労率が高い。

つぎに中都市29％，東京（大都市）はわづかに13％で87

％が家庭婦人である。

＿＿」職業あり 職業なし

東　京

中都市

郡部

13，4％

28．5％

53．0％

86，6％

71．5％

47．0％

　職業をもつ母親について，勤務状況をみると夕地域差

はみられず7平均で日勤46％，自営業41％で大部分を占

めているo

〈職業あり＞

日勤レ軽1自傑隔剛
　257　　　　　29　　　　　　　229　　　　　　　44

（46．0）　（5．2）　（41．0）　（7．8）

計

　559
（100．0）

第2衷一2　最終学歴

1中学卒商櫛短大卒1大弊

東　京

中都市

87 47

（14．4〉　（7．8）

60 14

（11．2），．（2，6）

　　　　250　　　　　308　　　　　38　　　　　　9

　　　　（41．3）（50，9）　（6，3）　（1．5）

計
465　　　　1031　　　　　工85 70

（26，5）（58、9）（10．6）　（4．0）

計

606

（100，0）

538

（100．0）

605

（100．0）

1749

（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　．50＞P＞．30
　衷た，職業を持たない母親だけについて，金く勤めの

経験のないもの，結婚前は就職の経験あるもの，現在は

勤めていないが，結婚後も勤めていたものについてみる

と，全く経験のないものは一割に満たず（9％あ64％

の母親は結婚前まで勤めており，結婚後も勤めていたも

のは27％であるo都市・郡部の地域差はみられない○

　〔地域差のないものは，紙面の都合上，束京。中都市

・郡部別の実数％を劃愛し，合計についてのみ表示する

こととする。〕

　結婚年数は都会の方が短かいものが多い傾向を示して

く職業なし＞

勤めたこと　結婚前は　　結婚後も
がない　　　勤めていた　勤めていた 計

108

（9，0）

　770
（64，0）

　325
（27，0）

1203

（100．0）

．50＞P＞．30 ．90＞P＞．80
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いる。（第2表一3），つぎの子ども数も都会が少ないこ、

とを明らかにしていう（第2衷一g。これは，必らず

しも乳児をもつ母親全体の傾向を示して℃うとはいえな

いQ ここでいえることほ，郡部の方が後年まで保健所を

利用しでいるということそあるじ』 一

第2表一3結婚年数
12鯨満13－5年6せ・・年111隼以上 計

卑、

　　　240　　　266　　　93｛尽　（39、2）％（43．3）　（15。2）’ 114

2，3）

61琴

100』0）

蜘市 　191　　254　　　80

35．2）　　（47．0ン　　（14．8》

　16

3．0）

　541

（100．0）

郡
　　　209　　　259　　　129

・　　（3塩0）（42．6）
1（21。2）

　11

（L8）

　608

100．0）

計
　640　　778　　302

3頓3）（4店21（172）

　41
で2．3）

1761・1

1qo・o）

つぎに・ 夫との年令差は， 大都市（東京〉．・中都市・

郡部と1夫より年下のものが多くなり，．逆に夫より年上

のものが少い傾向を示している。、しかしア統計的に有意

の差となっていないo　

く夫との年令差〉

夫よ噺国r『刺夫より細 計

。05〉P＞．01

・1321　　　220一・

（76．5）」1 12｝7）
二

一186
1727

（10・8）　　く100・0）

　　　，20＞P＞．10

ゆ迭との同唐r湘に？いてはつぎのよ灘鰍
率95％以上であり，地域筆はみら纏ヤ・。

＜夫との同居＞

同居1騰雛i麟死叫 計 』

1734　28　　5”13　 ，0、1770
（97．9） （Lβ）．（0。3） （0，2）　（軌0）（100・0）

　　　　　　　　　　　　．99＞P．＞95

第2表一4子　供1・人12 人
13 人」 4’ ム1 5 パ1勧他（7人）1 計

東 ｛尽

　4q5
（6ふ6）％r

工75

（28．4）

　39

（α5）

　3』 　1

砿2）”

　、01　「　r⑩・！r 、617r』

10己o）

中 都市
　 270・、

（49．5）

1騨』

（41』6）

　46

8．4）

　6

（Li）i

　0．
0．0）』

　P

αo）

546

io軌0）

郡 部

26望、、（43．7）

　246

4⑩r

　82
13，5）

　12

（琴0）

　0

（0，0）

　1

1α2）

β09

1b砿o）

計、
　942
（53．1）

　β45

（36．4）

161

9．1）

　21

1．2）

　2

唄）

　1

0．1）

1772　　み：1

100．0）

．01》P

第2表一5家族数∫1才人13入 D 人15人 16入匡 人 ぎ入以上1 計

東 ｛尽

　　3　　　　　305、

0．5） ％　　（49．3）

2・4　69　　221
（33二1）』…（11。2河（3．6）”

11』

1．8）

　、3。

（備〉

、』6工7

（100．0）

中 都 市
　1　　　　　173

0．2）　　（3L7）

　182　　　　88　　　　　93

33．4）　 （16．1） （11．5）

　33
6，0）

　6

i．1）

．．54亭

100．0）

郡 部
　O　　　　r101

0．0）　　、（16．6）

148 エ44． 　117
243）　（23．6）　（エ9．2）

　66
10，ケ）

34、（5．6）

僻
』ldoo．o）

計

　4　　　　　　　579　　　　　、534　　　　　　301　　　　　　202　　　　　　109　　　　　　43　　　　　　　　1772

（α2）　 （3名9）　（3⑬　（1色5）　（11．5）　（6．2）　（盆4）　1（10⑩，

・‘01》P
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日本総合愛育研究所紀要 第1礫

　家族数は，第2表一5に示すように，東京では夫婦と

乳児の3人家族が半分に近い。中都市は3人一4人家族

が多く，郡部には4－5人家族が多い。家族以外の同居

人は各群ともわずかであ窮差もみられない。

〈その他の同居人〉

第2表一8　家屋状況

　　　　　19　　　　　　5　　　　　　6　　　　1741　　　　1770

　計
　　　　（1．1）　　　（0．2）　　　（0。3）　　（98．4）　　（10D．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　P＞．99

　つぎに，主に育児をする人をみると東京より中都市，

中都市より郡部と2母以外の人が育児にあたっている。

母の就労率や同居家族の表と照合して・うなづける結果

といえよう。なお♪表の「その他」は，保育所や保育マ

マなどである（第2表一6）。

第2表一6　主に育児をする人

／母 1鵬 暇難副その他1 計

600 10 1 1 6 618

東京
（97，0）％（1．6） （0．2） （0．2） （1．0） （100．0）

498 43 1 0 8 550

中都市
（79．2） （7．9） （O．2） （0．0） （1．5） （100．0）

473 99 7 2 16 597

郡　部
（79．2） （16．6） （1．2） （0．3） （2．7） （10D．0）

1577 152 9 3 30 1765

計
（31．5） （8．6） （0．5） （0．2〉 （1，7） （100．0）

．01＞P

一戸建 障．諌1李．謂借間1 計

129 308 155 16 608

東　京
（21．2）％ （50．7） （25．5） （2．6） （100，0）

382 71 65 20 538

中都市
（71，0） （13．2） （12．1） （3．7） （100．0）

572 18 42 22 609

郡　部
（86．5） （3．0） （6．9） （3．6） （100．0）

1038 397 262 58 1755

計
（59．2） （22．6） （14．9） （3．3） （100．0）

．01＞P

第2表一7　周囲の環境

東

脚酬工蠣酷街1団地1饒街1

　　　0　　　25　　　　46　　　249　　　290　　　610

京
　（　0．0）％　 （4，2）（　7．5）（40，8）（47．5）　（100，0）

中都市

U5

（21．3）

439

6　　　　61　　　80　　　279　　　541

（1．1）（11．3）（14．8）（51．5）（100，0）

6471899609
郡部 72。）（1．。）（乳7）（3。）（、⑬（、。砿。）

　家屋の状況は（第2表一8）一戸建は郡部87％，中都

市7工％，東京2工％と大きな違いがみられる。逆に鉄筋ア

パート，木造アパートが都市に多く2都会と郡部の住宅

事情の差を示している。

　以上，第2衷一1から8は，face　sheetの分析であ

るQ

　2）　各項目の検討

　各小項目は，設問に対して，両極の答えがあり，5段

階に応じて記入者の気持や考えに合ったところにチェッ

クされる（附。質問紙「記入例」参照）。

　その結果を各項目ごとに集計し，束京，中都市・郡部

別に有意の差があるかどうかをが検定をおこなって検

討した。

　A．子ども時代，少女時代について

1．　子ども時代の家庭の雰囲気

　「大変暖かいと感じた」「やや暖かいと感じた」「どち

らともいえない」「やや冷たいと感じた」「大変冷たいと

感じた」を表示では，1卍5の翼用数字で表わしたo以

下の各項目とも同じである。が検定では各群に有意差

があるといえないように，「大変暖かい」「やや暖かい」

に各群とも70％が含まれている。しかしン東京・中都市

・郡部の順に「大変暖かい」が少なくなり，逆に「やや

暖かいの方が郡部ほど多くなっている傾向をよみとるこ

とができる。

A－1　子供時代の家庭の雰陽気はどうでした
　　　554　　　　37　　　154　　　347　　　668　　　2060

計（3、，5）（翫、）（鼠7）（、駄7）（3＄。）（、。α。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．01＞P

　居住地の環境は当然のことながら2郡部に農山漁村が

多い。中都市の農山漁村が20％なのはン市町村合併にょ

る現象といえようo

・1213［4151 計

　781　　　　5屡3　　　343　　　73　　　　23　　　　1736

（44．3）（30，8）（19，5）（4．1）（L3）（100．0）

　　　　　　　　1
．30＞P＞．20
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　なお，紙面制限のためン東京・中都市・郡部別の有意

差のない項目は，総数の各段階頻数・割合とが検定結

果の危険率だけ承すζととする。

2，　子ども時代の父親と の関係、

　子ども時代に父親から愛情を多くうけているものは，

東京に数多く郡部にいくに従い少なくなってい袴。東京

と郡部では10％の差がみられる。危験率5％以下で差潜

あるといえる。

A－2　子供時代，父親からの扱わ胞方

1かわいがられた腱いがられな1

いい」と感じていた．と回答をしているg同時に10％にみ

たない数ながら「ううきい」と答えた母親が各地域にみ

られたo

A－4　少女時代，赤ちゃんを見るとどのように

　　感じましたか

・1213・415 計

　＿　33与
143

98　14 ．14　604
東尽　　　（55．5）％（23，7）（16．2）（2。3） （2．3）（100．0）

　　　　283　　　129　　・101　　　12　　　　9　　　534　

中都市
　　　（50，0）％（24．2）（18，9）（2．2）（1の（100．0）

　　　　271　182　114　15　16r598
郡部　　　（45．3）％（30．4）（19．1）（2，5）（2．7）（100，0）

　　　889　　　　454　　　313　　　　41　　　　39　　　1736

計
　　（51．2）％（26．2）（1810〉（214）（2，2）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　．05＞P＞．01
3． 子ども時代の母親との関係

　各群とも父親と比較して，母親の愛楠をうけているも

のの方が多い。三群の傾向としては，、父親のばあいと同

様，都会め方が母親に愛されでヤ曳るものが多く危険率1

％以下の明らかなちがいがみられる。三群の比率も父親

のばあいと殆んど同じである。ハ

A－3 、子供時代，母親からの扱われ方

・
131r3

巨／ 5卜計
　1132　　　　320　　 203　　　　55　　　　53　　　1763

（64，2）％（18．2）（11，5）　（3，1）　（3．0）　（100．0）

　　　　　　　　　　　　　．20〉P＞．10

5，少女時代ン小さい子と遊ぶことについて

　子どもとあそ苓；とが「大変楽しい」が多く，「大変

わづらわしい」が少ないのは中都市であるが7×2榛牢

の結果では有意の差といえるほどのものではない。へ

A－5　少女時代，小さい子と遊ぶこと塗

　　　どう恵いましたか

楽しいわずら診しい1

かわいがられた［蓼1診いがられな1

い12 ［131、1．415 1計

1123，4 5 1計

　　　　3581438213　7603東京　　　（59．3）96（23．7）（ユ3，6）　（2，2）　1（1．2）　（100．0）

　880　　　　368　　　347　　　100　　　　60　　　17551

（50・1）％（21・0）（19・8）（5・7）（3．4）（100，0）

　　　　314　　　143　　　77　　　　6　　　7　　　　540

中都市
　　　（58，7）％（23．7）（14．4）（1．1）（L3）（100，0）

　　　 『296　 　　180　　107 　　13　　　11　　　607

郡 部
　　・（4＆8）％（29の（17』6） （2・1）（1・8）（109・0〉

　　　968　　 459　　　266　　　32　　　22　　　1750

計
　　（55・3）％⑫6・2）（15β）（1・9）（1・3）（100・0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．01＞P
　　　　　　　　　　t
気　少女時代♪赤ちゃんに対して……

　各地域とも約60％のものが赤ちゃんをみて「大変かわ

　　　　　　　　　　　　　’20〉ヶP，10　　1

6．少女時代，将来母になることについて
　将来母親になることに「期待をもっていた」ものは中

都市群に多く， 東京と郡部では「やや期待してレ・た」も

のを含めると郡部の方が多い。rいやだった」「ややいや

だつ測．も ρにつヤ・てみても・この即はみ馳る・す

なわち・．中姉がもっと砂なく3・5％・つぎが郡鰹

A‘6　少女時代・将来母親になることについてどう思

　　 い衷したか

期待していた1いやだ逸1

・121314151計
　　　　2Q5　　 123　　　219　　　31　　　．22　　　600
東r

　　、（34，2）％（2Q・5）（36・4） （5・2）（3・7）1（100・O）

　　　　2・41・8・99・7 ・2 6・8

中都市
　　　（3駄6）％（20・0）（36・9）（1・3）（名2）（10⑩

　　　　2・・ ・34231201・ ・2弓08
郡部　　　（34．7）％（2紘0）（3絃0）（331（2．O）（100，0）

　　　630　365649　58
46 1748

計
　　（36，0）％（20．9）（37．1）（3，．3）（2．マ）（エ00．0）

。01＞P
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目本総合愛育研究所紀要

5．3％2策京では9．7％ともっとも多い。検定結果でも明

らかな差と認めることができる。他の項目が，東京2中

都市，郡部の順にある傾向を示し，中都市群が東京と郡

部の中位にあるのに対し，ここで中都市群が他とちがう

特徴を出しているといえる。中都市では母親の座が安定

してお窮郡部 （農山村）では母の生活のきぴしさがン

少女逮の母親への期待に影響を与えてセ・るといえよう。

東京では職業選択を含めた成人女性へ6イメージの広が

りが母親への期待を低くして）｛ると考えられる0

7，少女時代2乳児を抱いた経験

　少女期に乳児を抱いた経験についてみると，「よく抱

いた」「抱いた方だと思う」は，郡部76％，中都市70％・

東京69％の順にな防「抱かない方」「まrったく抱いたこ

と力監なV・」は2逆に東京21％，中都市18％，農山村（郡

部〉14％となっている。つまり郡部ほど少女期に乳児を

抱いたものが多いといえる（危険率5％以下）。

A－7　少女時代に赤ちゃんを抱いたζとがありますか

鳩た騰聯雛雛計
　　　フ　兄ない思フた

　　277　　　　144　　　　62　　　　86　　　　40　　　　609

京
　（4包5）％（236）1（1似2）（1生1）（6・6）（10軌0）

第11集

8．少女期の乳児の世謡の経験の有無

　前項の少女期に乳児を抱いた経験より，世謡の経験は

全般に10％弱少なくはなっているがン三群の傾向は全く

類似してお窮5％水準の危険率で郡部ほど経験してい

るものが多いといえる。

　B、現在の生活，夫との生活など

1．　現在の家庭の雰囲気

　「大変暖かい」と現在の家庭の雰囲気を評価している

ものは身東京，中都市，郡部の順であり，　「やや暖か・

い」と回答しているものは，中都市，郡部に30％，両方

の回答をあわせれば，東京と中都市は90％郡部80％で

大部分のものが家庭を暖かいと感じている。この傾向は

都会の方が強く21％水準の危険率で差があるといえ

る。さきにface　sheetの結果で明らかなように，核家

族の多い都会の特徴があらわれている。

B－1　現在の家庭の雰囲気はどうですか

東

　　　　252　　　　126　　　　70　　　　69　　　　26　　　　543

中都市
　　　（46，5）％（23。2）（12．8）（12．7）（4．8）（100．0）

　　　　285　　　177　　　59　　　52　　　36　　　609
郡　部
　　　（46・8）％（29．1）（9．7）（8，5）（5．9）（100．0）

　　　814　　　447　　　191　　207　　　102　　　1761
計
　　（46，2）％（25．4）（10，8）（11．8）（5．8）（100』0）

．05＞P＞置01

A－8　少女時代に赤ちゃんの世語をしたことがありま

　　すか
よくしした方どちらしない全くし
たと思だと思ともい方だとなかっ　計
う　　　う　　えない思う　た

　　224　　　100　　　55　　　61　　175　　　615
京
　（36，4）％（16，3）（8．9）（9．9）（28。5）（100．0）

匿かレ日冷たい1

112314『51計
　　　　466　　　　　96　　　　41　　　　　6　　　 　3　　　　612

東京
　　　（76．1）％（15．7）（ 6，7）（1．0）（0，5）（100，0）

　　　　341　　　163　　　31　　　3　　　　4　　　　524
巾都市
　　　（62・9）％（30，1）（5．7）（0，6）（0．7）（100．0）

　　　　345　　　　190　　　　63　　　　　9　　　　　1　　　　608

郡　部
　　　（56．6〉％（31．3）（10．4）（1．5）（0，2）（100．0）

　　　1152　　　449　　　135　　　18　　　　8　　　1762
計
　　（65・4）％（25．5）（7，7）（1，0）（0．4）（100， 0）

東

中都市
％壷國侮ll）⑫lll、q：1㌔、

　　　　「240　　　131　　 　45　　　56　　　137　　　609

郡部
　　　（3914〉％（21。5）（7，4）（ 9．2）（22．5）（100．0）

　　　r667　　　 309　・159　　　179　　　455　　　1769

計
　　（27，7）％（17．5）（9，0）（10．1）（25．7）（100．0）

．05＞P．01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．OI＞P
2。　夫に対する満足度

　夫に対して満足か不満かの回答をみると，三群の差は

なく，「大変満足jが60％，「やや満足」が27％前後であ

るo

B－2　現在，自分の夫に対しでどう感じますか

満 足1不満副
・1213

1415 1計

　1052　　　479　　　180　　　37　　　19　　　1767

（59・5）％（27．1）（10，2）（2．1）（1．1） （100．0）

　　　　　　　　　　　　　。01＞P．05
3．夫との結ぴつき

　夫との結ぴつきをどう感じているのかは1前項の夫へ

の満足度と類似した問いであ弘回答は微妙な違いがで

て，都会ほど夫との結びづきがつよく，その差がみられ

ているo
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高橋他＝乳兇の養脊における母性意識の栂邉に園ずる観究

珍一3　夫との結びつきについてどう感じ求すか

強 い　　張
い」

・1、2 1314151計
東

　　353　　　　155　　　 77　　　　　5　　　 12　　　 602

京
　（58．7）％（25．7）（12．13）（0，8〉 （2，0）（160．0）

中都市2ε715名、二7う 86 珈
　　（54。3）％（28，7）（14，4）．（1．5）（L 1） （190、0）

　　　　276　　　　183　　 129　　　　　8　　　 　4 　 ゴ600

郡部
　　　（54．0）％（30・5）（2L5）（1β）（α7）（100・0〉

　　　916　　　490　　　282　　　21　　　22 　　1731

計
　　（52．9）％（28．3）（16，3）（1．2）（1．3）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．01〉P

4，　夫との性生活

　夫との性生活の満足度についてみると，この場合も三

群間にとくに有意の差はみられず，おしなべて「満足」

が44％前後「やや満足」 が25％前後となっ ている。

B－4　現在の夫との性生活をどう感じていますか

に位置し，1％水準の危険率でそのちがいが明らかなと

とを示している。

6．現在の乳児を妊娠したとき

　全体でみると60％のものが妊娠を大へん喜んでおり，

「嬉 しい」を含めると83％になる。都郡別でみると，都

会ほどこの数は多く）・ 妊娠を「困づた■どう）けどめたも

り職村部り却こ多いく危険率1％）・しかし鯨の

対象は第 1子が多い4≧を加味して湾えなければならな

いだろう。

B－6　現在の赤ち やんを妊娠レた時どう感じましたか

電1

足』　不 満 足1

1　　　　2 「3 ／4 151．計

　756　　
438

43，9）％（25．5）

　480
27．9）

2き

1』6）

　191　1721

111）（100．0）

う れ し、 い 　困・っ　 た

1 21
3　4 　5 　計

　　　　389　　　　115　　　　75　　　　12　　　　19　　　　610

東 京　　　　　　　　　　　　　　　　ミ’
　　　（63 7）％（1⑧9）（；2，3）（aO）（31） （10α0）

　　　　即　 耳11 β6　17r
10 543

中都市
　　　（62，5）％（2軌4）（12，2）（3・1）（1・8）ζ190・0ン

　　　　留5　1基77 25、18・606、
郡部　　　（61・9）％（；＆3）（12，7） （4・1）（30）．（10⑩

　　　　　　　　　　　　　　　．30＞P＞．20
5． 夫の協力

し耕し，夫が家事や育児に対して協力印かどうかにつ

ヤ’ては「思いやりがある」は2東京55％に対し，農山村

で師蜘あり・聯嘱きが鞭・ 岬市はそ艸間

B－5　夫の家箏や育児に対する態度をどう感．じますか

　　　　1103　　　337　　　218　　　54　　　47　　　1759

　計
　　　（6a7）％（1餌）（12㌧4）（3・1）（乞7）（工0甑0）

　　　　　　　　＼　　唱1・「　　　 ．01＞P

7．・’妊娠中の健康

　現在の乳児渉胎内にあったとき，母親オ弐心身ともに拠

康であづたかどうか一 「快調」の答は，都会より郡都

にいくほど僅かに多く施す幅ガ霊汀や糟岡鴛

逆になって，差をな くしている 。・ 　　　　一 』i
B－7　現在の赤ちやんを妊娠している時の心や身体め

　　調子はどうでレノヒ勲》
．、

　　　　　　　　、、

1思いやりがある1思いやりがない1

・121
31415

計

東
　　333　　 　158　　　　75　　－r　r27　　　112　　　　605

京
　（55、つ）％（26，1）（エ2ゆ 〈4』5）（2・0）（100・0）

　　　 280㌧1511・し79 』19　10　5＄9
中都市
　　（51．9）％（28．0）（14．7）　（3．5）　（1．9）　（100．0）

　　　　・271　187　’95 26』 26　60年
郡 部
　　　（磁，7）％（3軌9）（1a7）（屯3） 魚3）（100』0）

　　　 884　　　　496　　∵249　　　　72　　”　48　　　1749

計
　　（50．5）％（28．4）（14。2）　（4，1）　（2．8）　（100．0）

．01＞P

快　　　　調 1調子が悪州

・12 3 い
15 1計

　638　　　417
きa4）％（2＄8）

　267
1辱・3）

269　　160

15．4）　（9』エ）

1マ5エ

10α0）

　　　　　　　い、二 　 1 　 Ll 50ジ百〉；ず30

彰．．月経爾時の気分φ変化

日靴比べて月御時・夢分潭界脅’かど1うか1引
っい切ると∫全煙域騨献⑫めなヤ’・つまり・

個人差によるものが弦い≧いえ．よう。「変9やすいム

「やや変りやすい」を合せお とデ三群とも32％前後で意

簿多い数が認妨れ渡舞麟るも硝3人禅入
はいるということを示している。
gl

一” おもが生れ夫の世話がおろそか1こなる

rへ子どもの誕生によ窮夫の世話が不ゆきとどきになる
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臼木総合愛育研究所紀要

B一 8　月経の時の気分（日頃と比べて）はどうですか

変らない1変りやすい1

・12　31 4151計
　583　306　310　385　168　1752
（33・3）％（17・4）（17，7）（22．0）（9，6）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．70＞P〉．50
ことについてどう感ずるかをたずねた。地域的なちがい

はみられなかったがア三群の平均でみると，32％が「気

がかり」と答え，40％近くが「やや気がかり」と回答し

ている。すなわち270％は子どものために夫の世話がい

きとどかないことを意識しており，夫の世話より子ども

の世藷にかかっている事実をしめしている。

13－9　子供が生まれることによる夫の世話の不行きと
　　どき』をどう感じますか

気にかからない1知こかか司

・12　314　5　計・
108　74　315　689　566　1752

（6・2）％（4・2）（18．0）（39．3）（32，3）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P＞．99
10，夫と子どもとの心の比重

　現在，心を占めているのは夫と子どもとでどちらが大

きいかを質問した。結果をみると，どの群とも夫より子

どもへの傾斜がつよく，65％前後が子どもの方に比重が

かかっていることを示している。逆の場合アすなわち，

子どもより夫の方に比重のあるものは，「やや夫の方」

を含めても3，5％で4％にも満たない。都会，農村の差

はみられないo

B－10現在，心を占めているのは，夫よ堕子供の方力

第11集

11．夫の収入

　夫の収入に対して「満足」 と答えているものをみると

東京と中都市は殆んど同じで，郡部でややおちるが，統

言酌有意差はみられない。全体でみると，r満足」rやや

満足」は60％弱，「不満」「やや不満」は工8％で，残りは

「どちらともいえない」23％である。

　C，乳児のせわに関して

L　乳児に乳房をいじられること

　乳児に乳房をヤ・じられることを「楽しv・」と感じるも

のが東京では40％ア中都市・郡部は「どちらともいえな

い」に集中して両群約45％である。「気持が悪いj「やや

氣持が悪いJという回答では，郡部・中都市・東京の順

になり，都会ほど「楽しい」方に偏っているといえよう

（危険率．OI％〉。

C－1　赤ちゃんに乳房をいじられることをどう感じま

　　すか

1㌔し、1磨割
計

東 ＿　233　154　179　7　5　587
尿
　（40β）％（26，6）（31．0）（1．2）（0．9）（100．0）

　　　　139　138　235　12　6　530中都市
　　　（26・2）％（26，0）（44．4）（2．3）（1．1）（100．0）

　　　　151　152　271　18　7　599郡　部
　　　（25・2）％（25、4）（45，2）（3．0）（1．2）（100．0）

　　　523　　　444　　　685　　　37　　　18　　　1707
計
　　（30・6）％（26，0）（40．1）（2．2）（1．1）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，01＞P
C－2　手づくりの離乳食を作ることについてどう感じ

　　ますか
大 き い1小　さ い 1
1 12 13141 5 1計

　　590

33．7）％

　535

30．5）

　566　　　46

32．3）（2．6）

　工5

0．9）

1752

100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　，50＞P＞．30

B－11現在の夫の収入に対し，どう感じていますか

満

1 2
足1不　満　足131415

計

　598　436　408　180　140　1762
（33・9）％（24・8）（23・2）（10，2）（7．9）（100．0）

東　京

中都市

1楽しヤ・わずらわしい［

1・1213．14151計
　229　164　145　48　14　600
（38・2）％（27，3）（24．2）（8．0）（2．3）（100．0）

　207　153　131　36　4　604
（39・0）％（28，7）（24，7）（6．8）（0．8）（100．0）

　　　　207　　　178　　　146　　　49　　　24　　　604
郡　部
　　　（34・2）％（29．5）（24．2）（8．1）（4。0）（100，0）

　　　643　　　　495　　　422　　　133　　　　42　　　1735

計
　　（37・1）％（28．5）（24，3）（7。7）（2、4）（100。0）

．30＞P＞．20 ．05＞P＞．01
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2，　離乳食をつくること・

　手づくりの離乳食を作ることについて，「楽しい」，

「わづらわしい」の選択肢で回答を求めたoこれの結果

をみると，前項の乳房をいじられることの結果と同じ傾

向がみられン 都会の方が楽しんでいるもの多く25％水

準の危険率で差があるといえる6

3．　乳児が乳を吐いて衣服をよごしたとき

　乳児が乳を吐いて衣服をよごしたとき，　「気にならな

い」ものは東京ン中都市2郡部の順になり，「きたない」

「ややきたないjと感ずるものは，反対に郡部，中都

市，東京と次第に少なくなっている。しかし，統計的に

みて有意の差とはいえないo

C－3　赤ちゃんが乳を吐いて衣服を汚した時どのよう

　　　に感じますか

なり，危険率．01％水準で有意の差がみられるポ

C－5
赤ちやんに泣かれて夜中に何度も起こされるこ

　　　とをどう感じますカ、

1灘ぎんがか列腹 がたつ

い1．2、131415．1 計

　　　　159　136’208　87　12　602
東京 26．4）％（22．6）（345）（、生5）（21・）（…．・）

　　　　139　124　163　99　12　537
中都市
　　　（25．9）％（23．1）（3q，4）（18・4）（2・2）（10α0）

　　　　128　139200104　33　604
郡　部　　　（21．2）％（23．6）（33，1）（17．2）（5、5）（10q・0）

　　　426　399　571　290　57　1743
計　　（24．4）％（22．9）（32，＄〉（16．6）（3・ 3）（190・．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．30＞P＞，20

4．乳児の食べ残しを食べること

　乳児の食べ残しを食べるこ1とについて，「気にならな

い」ものが多いのか，「きたない」と思うものが多いの

か一金体的にみて60％のものは「まったく気にならな

い」とこたえ，　「大して気にならない」が17％であるo

したがって，80％近くのものはプ赤ちゃんの食べ残しを

食べることを苦にしていないといえる。赤ちゃんが乳を

吐いたときは（前項目C－3）ダ気にならない方が都会

に多く，明らかな差がみられたのに比べて，食べ残しを

気にしないことでは三群に差がでていないoむしろ，僅

かではあるが郡部の方が逆に「気にならない」ものが多

くなっているo

C－4　赤ちやんが食べ残したものを食べることについ

　　　てどう感じますか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．01＞P
61

r夜中の授乳やおむつ替えについて

　夜中に授乳やおむつを替えることが「気にならない」

か，r拶らわい・」カ）』この結果1こつ成みるり

三群に購な猷み痴ず汀気醜らない」 と隊っ

たく気醜らな門で60％、以上 ある・「腹が立つ」と’

「やや腹が立つ」では1 各群17％前後で♪二割弱の母親

ヵ液中の授乳やおむつ替えを∋わづらわい・と思ってヤ｛

るo

C－6　夜中の授乳やおむつ替えをどう感じますか

．気にならなヤ・1わづらわしい1

・
1213 4 5 計

気にならなヤ・1きたない1

51計

　748 、379　328　256　38　1749
（42．8）％（21，7） （18．7）（14，6）（2・2）（100・0）

・卜21314
1038　2951288　90　211ユ732

（59．5）％（17，1） （16．6）（5．2）（1・2）（100・0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　曾70＞P＞．50

7．汚れたおむつをしていることにつ砕て

　乳児炉汚れたおむつを身につけているのをみて，どう

騨砂をしらべた・汚纏鯨の納つを身につけて
いるのをみて，赤ち1やんがr大変か夢ヤ’そ列 と思う母

親が大部分マ＄5％，「かわいそう」を含める一と97％にな

C‘ヴ　赤ちやんが汚れたおむつをしていること をどう

　　 感じますか

．95＞P＞．90

5．乳児の夜泣き

乳児磁かれて夜畔何脇起こされることをど殖
ずるかについて質問した。乳児が「かわいそう」ど感ず

るのは，郡部より，中都市，中都市より大都市と多ぐな

り，一夜泣きに対してr腹が立つ」方は逆に郡部ほど多く

赤ち やんがかわいそう1難なら馳

、1
213 4i51計

（晶（1111）（211）1（儀1） （轟）、（1111。）

．70＞P＞．50
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るo「気にならない」母親は，「さして気にならない」を

あわせても僅か6％に過ぎない。都鄙別の傾向はまった

くみられない0

8、　汚れたおむつの扱かい

汚れた糖つを扱かうときに，r気にならな固か，

「きたないと思う」かの間いについては，　「大変きたな

い」と答えたものと「ややきたないと思う」ものを含め

ても5％に欠け，殆んどの母親（90％）が「気にならな

いJと答えている。郡部，中都市，東京の差はみられな

いo

C－8　汚れたおむつを扱う時どう感じますか

嫌ならない1きたない1

1　2　314　51計
調％1（ll1）（lll）（311）（！14）（瀦，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P＞．99
9．入浴をさせるととについて

乳児を入浴させるとき，楽しい憾ずるか，わずらわ

しいと感じるかの問いでは，比較的，都市の方が「楽し

い」と答之ているものが多いQしかし，統計的有意差ま

でのちがいはない。全体的にみて90％の母親が楽しんで

C－9　赤ちやんを入浴させるときどう感じますか

楽 し　　い 1
わずらわしい 1

1 21 3 41 5 1計

　1294

73。6）％

　297
16．9）

147

8．4）

　18

1．0）

　2

0．1）

1758

100．0）

第11集

　　　　　　　　　　　　　　　　　．70＞P＞．50

C－10赤ちやんの泣き方がひどい場合ンどのように感

　　じますか

入浴させてお窮わずらわしいと感じているものは，ご

く僅かである0

10．乳児がひどく泣くとき

　乳児の泣き方がひどいとき，母親は「心配」だと感ず

る方が多いのか，それとも「うるさい」と感ずることが

多いのだろうか。この設問に対しては，多くの母親が

　「心配」と思いン　「うるさく」感じているものは，ごく

僅か（3，5％）である。三群のうち，大都市と中都市は

ほぼ同じであるが，郡部が他の二群より「大変心配」が

多く「大変うるさい」が少なくなっている（危険率5

％）。郡部では医療施設が整備されていないのでン乳児

のひどい泣き方は母親の不安をかきたてることになるの

かも知れない。

　D，乳児への働きかけ

L　授乳やおむつ替えのとき

　乳児の授乳やおむつ替えのとき，赤ちゃんに無意識に

話しかけてしまうかどうかについて質ねた。大部分の母

親（65殉は浮睨の臨をしながら，赤ちゃん囁し
かけている・トどちらともいえなレ・」胎めても，r輸

かけない」母親は大変少なく一割以下である。東京群に

働らきかけを「よくする」もの歩多いが，他の群は「す

る方である」に数が多い。だが有意の差はみとめられな

いo

D－1　赤ちやんのミルクやおむつ替えの時，赤ちゃん

　　に，つい括しかけてしまいますか

計（7鷺1％（1：ll）（51：）（211）1（，ll）（llll，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．10＞P＞．05

2．　乳児へのスキンシップ

　乳児を撫でたり，さわったり，ほほずりしたり一い

わゆるスキンシップをとくに意識せずによくするかどう

かについて調べた・前項の篇しか｝ナ」の揚合と似た傾

向を示し・rよくする」のは東京にやや多く，中都徹

郡部はほぽ同じである。また，中都市。郡部は「よ くす

る方」がいくらか多くなっているのも同様な傾向といえ

1）一2　赤ちゃんの身体を思わず撫でたり，さわった

　　　蛎ほほずりしたりしますか

．05＞P＞．01
。50＞P＞．30

一234一



高橋他＝乳児の養育における母性意識の構造に関する研究

よう。しかし， これらの差は有意の差とは，なっていな

い0

3．　乳児がむずかっていなくて も抱ぐ．

　乳児が泣いたり，ぐずったり しているからジ抱いたり

あやしたりする㊨で1ま尽く，1乳児の要求を待たずに母親

の方から乳児｝；手を．さレの苓た恥声をかけたりしてい

るかどうかをみる。60％の母親ば「よくずると思う」と

答えている。 「する方だと思う「」・を含めれば，80％を超．

す。 ビ割弱の母親たちに，乳児がむずかマたり・』泣恥た

りしないと放っておく傾向がみられる。地域環境的な有

意の差はみられないo

D門 3 赤ちゃん渉むずかっていなぐても㌍いたり謬や

　　　しおり声をかけたリレます渉

5．　子守唄をうたってやる

　子どもを寝かせるとき，ひと りでに子守唄瀞口をつい

て閏ますか一という問で乳 現代の母親瀞子どもに子守

唄をうたっくやっているかをしらべた。・「よくうたう」

をみると，束京，中都市・郡部の順になづ淀いる炉，大

差はなぐ40％前後である。』全体的にみて子守唄をうたう

こ峻な唾のが・5郷馳てヤ1う・ 「鞘らとも硫

画を鱒噸輯轡揖身唄つ鯵いとい
えるる

D－5
赤ちゃんを寝かせる時ひとりでに子守唄が口碧

　　、ρいて幽ますか

　　　　　　　 どちらしない全くし計
よくするする方 獄方　ない

よくするする方・鄭・

劉鮒 計

731 438 326㌧126』』1146
1767

（4エ．4》％（％，8）（18．4）（7，1）　（8・3）（100・0）

1076　399 150　88　 57　1770

（60、8）％（22．5）（85） （5．0） （3；2） 、（100・0）

　　　　　　　　　　　　 ’』1 　 ．　『20＞、P＞．16

4． 乳児どあそんぞやる ごと『1

　母親たちは，　「イナイ・イナイ。パア／」 などの乳児

との遊びをンどの程度しているのだろうか。ここでは前

項目《D－3， 乳児瀞むずか ？で》・なくて も抱く・シぷ

り，より積極的な子どもへの働らきかけにつヤ’てみよう

とするものである。前項目の結畢と些虞七， 「よくする

と思う」が郡部で5％落ちている魁東京1中都市は1、

％づつ減少している。郡部では，子どもを抱くことでは

束京と同率であるが，《p一4乳児とあそんでやる》で

は低 く、なって くる．1否定的回答fし糖方」 r痴たく

しな周の比率をみても・前項《D一晦ヤ’てやる》で

は，三群ともそれほど差がないが，　《兀》一4遊んでや

る》 項師は濃村ほど少なく加ヤ鴨6以上はD－

3項目との比較であるが，r　D－4だけをみると， 「よく

遊ぴをする」が東蔚締卸・ 雌た塑木部分は乳

疑遊ん煙ってお勾・曄灘う批思う」齢翻
ば87％になるる　「遊びをしてやらない」母親は， 僅かで

ばあ る溝東京6中都市・郡部の順に増えている○　しか

し，僅少差であり♪有意の差とはいえない。

D畦rイナイ・ イナイ・、イ洲なざ麟々んと瞳び

　　をよくしますか　

．99＞P＞．95

　　　　　　　　　　　　　　　　　．20＞P＞．10

1E・育児観・社会睾に？いで1

1．育児と家事とどちらが好きか・

　育泥をす峯、ことと伯の家事と比べて，どちらを楽しい1

と忠ち かを問う．rどちらとも賊ない斑一番多く・

鰯柵赫酪しやる6・じかし嫁転賄児の方
が「大変秦しヤ・」25％，　「楽しV・」29％であり， 家事ぶ

購樺楽堕で噛母綴騨的砺る9騨よ購
児噛がわ死わしヤ’と鷺てヤ’るもの1癖か3獅あ

るげそして都鄙別の傾向はとくにみられない。

聡≧1 家蝿するより 育児の方が……

楽 し㌧ い1 わずらわしヤ・

／1 2
／　　　、　　　｝1F　　　

3 415 計

　　445

（25．2）％

ド503

28、5）．

　765
42，3）

　40　　　工2

2，3）（0・7）

耳765

（100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．50〉P》．30

2．…社会に出て働、争ぐことと育児

　つぎに，社会に出て働らくこと、と育児とではどちらが

楽しいやをきめた。 全体的にみて・40％のものが「どち

らともv・えない」』とヤ》いン社会に出て働らくことと比べ

育児は「つ求ら ない」と感じ七 魅・るも1の1ま8．5％である6

51％の母親は育児の方が楽しいとい っ ている。都鄙別に

みうと， 社会に出て働らくより育児の方が「楽しい」も

のは都市ぼど多くン育児の方が 「つまらない」 というも

のは東京（5．7％）より郡部（10％）に多ぐなづているδ

危険率1％以下でその差があるといえる。ここに都会の

マイホ 一ム的傾向がうかがえよう。

3、乳児をもつ母親と職業　　　　　　一』r r㌧』1一．罫

　乳児をもつ彫親が職業をもつことについてどケ考える

一235一
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1
楽 しい　つまらない『11 2131d5

東　京

201
　　　　130　　　237　　　　27　　　　14

32・7）％（21．1）（38．5）（4．4）（名3）

　609

100，0）

中都市

151
　　　　119　　　220　　　　36　　　　12

28・1）％（2a1）（4砿9）（6．7）（2．2）

　538

100、0）

郡　部

141
　　　　158　255　36　25
22・9）％（25，7）（41．4）（5．9）（4．1）

　615

100，0）

計

493
　　　　407　　　712　　　　99　　　　51

2＆0）％（23，1）（4砿4）（5，6）（2，9）

1762

100．0）

社会に出て働くより育児の方が・・

第11集

もいえない」というものも僅かに5％である。圧倒的多

数の母親が・斑親が育児をするのは当然であるといって

お鵜地域的差はまったくみられない。

E－4　母親が育児をすることは……

当然である ばかばかしい

・12 3 4

　1458　三64　　85　　5
（艇・9）％（9・6）1（4・9）（0・3）

5 計

　6　　　1718

（0、3）（100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，01＞P
E－3　赤ちゃんのいる母親が職業を持つことは一

望ましくない陶ましい1

・121314151計
　　＿　205　75　214　37　58　589東　尽
　　　（34・8）％（12・7〉（36，4）（6．3）（9．8）（100．0）

　　　　178　70　20Q　46　37　531中都市
　　　（33・5）％（13・2）（37，6）（8．6）（7，0）（100．0）

　　　　220　79229　45　25　598郡　部
　　　（36・8）％（13・2）（38，3）（7．5）（4，2）（100．O〉

　　　603　2拠　643　128　120　1718
計
　　（35・1）％（13・0）（37．4）（7，5）（7，0）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．05＞P＞，01
かを，望ましいか，望ましくないかという形で質問し

たo「望ましくない」に偏っているもの48％，「どちらと

もいえない」37％，　「望ましい」が15％である。乳児を

もつ母親が，職業をもつことに否定的なのは，郡部に多

く，明らかな差がでている。前項目《E－2．社会に出

て働らくより育児の方が楽しい》では，都会の母親の方

が有意差をもって多かったのとは逆の結果がでている。

すなわち・都会の母親は，社会に出て働らくより育児の

方が楽しいといいながら，乳児がいても働らくことは望

ましいと答えるものが農村より多いのである。考え方と

しては職業を肯定し・心情的には育児に傾斜しているも

のが東京や中都市に多いといえよう。

4，　母親が育児をすること

　母親が育児をすることは当然と思うか，ばかぱかしい

と思うかという設問である。

「ばかばかしい」と思う傾向のものは0．6％，「どちらと

　　　　　　　　　　　　　　　　　，80〉P＞．70

5．　乳児を預けて出かけること

　職業や仕事ではなく，母親自身が楽しむために乳児を

他人に預けて出かけることをどう思うかをたずねる。こ

うしたことは「まったくいけない」　「レ・けない」という

回答のものをみると，東京では59％，中都市63％，郡部

67％と，農村ほど否定的意見のものが多い。「当然であ

る」と「ある程度よい」の肯定的な回答をしているもの

は2東京13％，中都市工0％郡部9％である。したがっ

て，都会の母親には自分の楽しみのために乳児を他に預

けて出かけることを肯定するものが多いといえる（危険

率1％以下）。

E－5　あなた自身の楽しみの為に，誰かに赤ちゃんを
　　預けて出かけることをどう思いますか1

いけない 当然である1
・1213 141 5 1計

東　京
（41．

252　　106

）％（17．4）（27．5）

168
　58

9．5）

　26

4．3）

　610

100．0）

中都市
　　215　　124

39，7）％（22．9）（28，7）

155
　40

7，4）

　　7

1．3）

　641

100．0）

郡　部
　　279　　129

46．0）％（21，2）（23．8）

145
　28

4．6）

　27

4．4）

　608

100．0）

計
　　746　　359

42．4）％（20．4）（26．6）

468 126

7．2）

　60

3．4）

1759

100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．01＞P
6，育児のため，したいことが制限される

　育児によって，魁親のやりたいことは何らかの制限を

うけることになろう。こうしたことを「当然である」「や

むをえない」と考える母親は，約半数を占めている。し

たいことが制限されることを「残念である」と思うもの

が30％，残りの20％は「どちらともいえない」と答えて

いる。「当然である」と思う母親はン東京と中都市はほ

ぽ同じであるが，郡部はやや多くなっている。しかし，

一236一



高橋他＝乳児の養育における母性意識の構造に関する研究

E－6　育児の為に母親のやりたい事渉制限されること

　　につヤ・てどう，思いますか

当然である
残念である4

1 213 一4

51
　　　　 計

㌧

540 317　375　30身 』3亀8 ・175黛

（30．7）％（18．0）（21．3）（17，6）（12・4〉．（10D・O）

　　　　　　　　　　　　　　　　．、70＞・P＞．50

有意の差といえるほどのちがヤ、はみられないol

7，　育児からの解放

　育児から解放されたいと思うことがあるか，解放され

たいと思うならどの程度なのか一ζれを知るため乏 育

児から解放されたいと思うことは「まったくないjから

「いつも」解放されたいと思っているまで，5段階にわ

けて母親にたずねた。 「いつも」と「しばしば」の答ネ

をあわせると9．3％であるoつまり，育児期ら（ζ）が晒た

いと多くのぞんでいるも久）はr割弱で訪るo「ときごき」

解放されたいと思うことのあるもの32％・ 「た求に」解

放されたいと思うもの51％である。解放され起い≧思？

たことの「まったくないもの」は8％となっているo，都

鄙別の傾向をみうとダ郡部より中都市プ中都市より六都

市の方が，解放をのぞむことが多いとヤ・えう。 申都市・

木都市の差は嘩李で，麗村は「とき翠き」思うよ弊 「た

まに」思うに偏っている。．《耳72鴛会年出丁働らくよ

り育児の方が楽しい＞でを誘，．農村の方が「つまらない」

という答えが多い。つ象防，農村セは三 都会琴ど育児を

楽しんでヤ・勧のに・解拠φぞ酢鱒少なく識村

の方甦灘ゆとり醜く考拶堺穿叩で髄尋とが
うかがえるo

耳一7・育児から解放さ纏ヤ・と彫尊とが籾ますか

　　　　総く1たま曜耀ざし｝喚 』計’

』

　　　　　43　　　299　　　216　　　 52　　　　5　　　615』

　東京　　　　（7．0）％（48．6）（35．1）（8，5〉（0』一8〉一（1001ゴ0）

中都市
李2・263・剛一・ 51 6 5菊

　　　（7，7）％（48・功（33・7）（9・・3）（L 1）（10010）

　　　　57、332　・168
42

・r 　∫608

郡　部
　　　（9．4）％（54．6）（27．6）（6，9）（L5）（100・0）

・計工4昇 8％568・14昏 卯76＄
　　』（＆0）％（50，6）（3⑳（8・2）（エ・・） （19α9）

　　　　　　　　　　　　　　　　，95＞P＞・O‡

8．　乳児の存在

　育児が大変なので子どもがやない方解タ いと母逐こと

があるかを問う。rまづたくない」回答が多く50％． rた

まに」そう思うが40％である。「いつも」子どもがいな

い方溝よかったと思っているもの0、496ン「しばしば⊥そ

う思うもの1．5％で， 乳児の存在をうとんじている母親

は2％である。数こそ少ないがこの2％の母親は危険な

母親といえよう。都鄙別にみて特別意味のある差はみと

められない。

E－8　育児が大変で赤ちゃんが居ない方がよかρ之と．

　　思う こ；と力琴孝〉りますカき

静く1たまに・ とき
どき1しばし即・つもト計・

　886702147　27　71769
（50．1）％（39．7）（8‘3）（甚，5）（0．4） ＜100；り）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・95乏：魁90

2，　内部相関による分析．

雅齢の雛齢雛琳討する獅題目間醐
関係数を蜘禍琵とする講果（2）磁意勲実騨
あらわれた，項自ごとの5段階回答の分布∫諮よぴ都暦

別噸向から瀬鋤鄭鱒合虞1 勉硝を雌
鵬・』 の・2群に？ヤ喧簿の騨砥1導
た。12群の内容はうぎめようになってヤ’郵

Aa．子ども時代の家庭

〆・1子ど醐の家幽昨繁・』
、

21子ど轡代父恥腰繍顛
．

31子ども献母親から愛き瀞1モ舛、騨l
Ab．少女期の乳幼児への関心　　　　　　ヂ

　4．少女時代に赤ちゃんをみて，かわい》・と感じたか1》

うるさいと感じたか。

　5．少女時代に，子どもと遊ぶことを楽しヤ㌧と感じた

か海れと もうるさいと感じたか｝以キ、噸目じ』1、

Ac．少女期の将来母になることへの期待・

一』61少女時代鼻将来母親になる．ことについて期待してい

たか，それともいやだと思っていたか｛1項目5窄！

Aa．少女時代の乳児昏の接触

　7．少女時代， 赤ちゃんを抱V・た経験にづき外乱く抱い

たか，それとも全く経験がないかの問。

　8．少女時代に赤ちゃんの世話をしたことがあるかン』ど

うかの問一以上2項目b ・』

Ba．夫との関係

　1．現在の家庭の舞囲気d家庭の雰囲気は必 うず隔も夫

との関係ばかりで成立たないがタ独立の項≧す多酵どの

特徴はみられず，家庭の雰囲気は夫との関係が重さを占

めると思うしンなお，今回の調査では夫と子ど もだけの

家庭が多い吻で，．Baに含めることとレた。・，

　2．現在ン自分の夫に対して満足と思う魁、．不満星碑思

　うかo』二 一　、、　　　　　　　』1・’」い 5噺』・伊

　3．夫との結びつきは強いと思うか芝・あう矯闘恥｝．匙、居

F237一 、
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うか。

　4．現在，夫との性生活は満足か不満足か。

　5，夫が家事や育児に対して協力的であるか，非協力的

かo．

　6。現在の夫の収入に対して満足か不満足か。一以上

の6項目を一括した。

Bb．妊娠のうけとめ方

　現在の乳児である子を妊娠したとき，嬉しいと思った

か，あるいば困ったと思ったかの小問B6を独立の項と

したo

Bc。母体の健康

　7．現在の乳児を妊娠中，心身の調子はどうかン順調で

あらたか，調子が悪かったか一〇

　 8、月経の時ン目頃と比較して気分が変りやすいか，そ

れとも日頃と男唖段変らないカ、一。以＿ヒ2項目をまとめ

て，母親としての鍵康体に関するものとした。

Bd、夫と子どもの比重

　9．子ども渾生れることによって，夫の世話がゆきとど

かなくなったことについてどう感じますか。気にかかる

か気にかからなヤ・か一〇

　10，現在あなたり心を占めてい為の｝馬夫より子どもの

方が大きいか，それとも小さいか一。以上2項目によ

ってフ母親の心が自分の夫と子 どもとでどちらに傾斜し

ているかをみるo

C，乳児の養育の実際

　1．赤ちゃんに乳房をいじられることを楽しいと感ずる

か気持が悪いと感ずるか。

　2，手づくりの離乳食を作るこ≧を楽しいと感ずるか，

わずらわしいと感ずるか。・

　3，赤ちゃんがお乳を吐いて衣服を汚したとき，気にな

らなヤ・カ㌧きたないと，思うカ㌔

　4，赤ちゃんが食べ残したものを食べることについて，

気にならないかンそれとも汚ないと思うか一〇

　5，赤ちゃんに泣かれて夜中に何度も起こされると2赤

ちゃんがかわいそうと思うか2それとも腹がたつか一〇

　6．夜中の授乳やおむつ替えが気にならないか，わずら

わしいか。

　7，赤ちゃんが汚れたおむつをしていると，赤ちゃんを

かわいそうと思うか）気にならないか一。
一’

．汚れたおむつを扱かうとき，気にならないかア汚な

ヤ・と，思うカも㌧

　9、赤ちゃんを入浴さぜるとき，楽しいと思うか，わず

らわしいと思うかる・

10，赤ちゃんの泣き声淋ひどいばあい，心配になるか，

それともうるきヤ、と思うカ｝。

　以上，Cの10項目は乳児の世話に関するものとして一

括した。

D、乳児への働らきかけ

　L．季ちゃんの授乳やおむつ替えのとき，赤ちゃんに，

つい語しかけてしまうか0

　2，赤ちゃんの身体を思わず撫でた窮さわったり7ほ

ほずりしたりするか。

　3‘赤ちゃんがむずかっていなくても抱いたり，あやし

たり，声をかけたりするかどうか。

　4．「イナインイナイ，バア」など，赤ちゃんとの遊び

をよくするかンどうか0

　5，赤ちわんを寝かせる時，子守唄をうたってやるか，

どうかる

　以上5項目は，・赤ちゃんへの働らきかけとしてまとめ

た。

Ea．育児と家1事の比較

　1，家事をするより育児の方が楽しいか，それとも家事

の方が楽しいか一を，他のEの小項目とは異質なので

独立させた。

Eb．育児観・社会観一

　2．社会に出て働らくより育児の方が楽しいか，それと

もわずらわしいか。

　3．赤ちゃんのいる母親が職業をもつことは望家しいこ

とカ㍉望ましくないことカ、0

　4．母親が育児をすることは2当然だと思うか・それと

もをまか壱ぎカ》しいことと，思うか。

　5，母親自身の楽しみのために，誰かに赤ちゃんを預け

て出かけることは夕当然であると思うか2いけないと思

うか。

　6，育児のために，母親のやりたいことが制限されるこ

とについて，当然であると思うか，残念であると思う

か0

　7，育児から解放されたいと思うことがまったくない

カ㌧いつも解放されたヤ・と，思うカ、0

　8。育児が大変で赤ちゃんがいない方がよいといつも思

うか，それとも全ぐそんなことはないか一。

　以上7項目を，育児に対する考え方，態度として一括

し準。

　以上Aa，からEb，までの12に分類した。相関係数の算

出手続きとして・まず・無作為抽出に200名をとりだし

た。この200名について， 各小項目に5段階のいずれか

にチェックされているものを，段階にしたがい，1点か

ら5点に点数化する。さらに2この点数をAa，の合計

点，Ab。の合計点……Eb．の合計点，と各グループごと

に算出する。この12グループの点数から相関を求める。
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第3表一1　相　　関 上段＝ r

下段〒Pゼ耳・「

Aa Ab Ac （d Ba Bb Bc Bd C D Ea Eし

Aa 子ども時代の
庭の暖かさ

、

Ab 少女期に・
幼児とあそぶ

0．2027

．0457

Ac・
少女期に母に

ることを期待
0．2‘7夏

．0蝿
0．46L5

．0375

Ad 少女期に乳児と
触．世謡をする

0．0025

．0477

0．4215

．0392

0．‘241

．0391

．Ba 夫との調和
0．2959

．0435

．0．D573
0．0475

0．1922－0．0459 0．0042

．0477

Bb
妊娠をよろこぶ

0．1125

．0471

」0．2402
0．0449

0．1992

．0458
0．1000・
．0472

0．2279

．0441

Bc
母体の健康

一〇．OO92』

0．0477

0．0215

．0477

0．14夏1

．0467、

0．0564

ず0‘75

0．2438

．0449

0．0861

．Q473

IBd
夫より子ども

一〇．1209

0．0470

一〇．0705

0，0475

一〇．1187

0．0‘70

一〇．0255

0．0477

一〇．1711

0．0463

0．0537

．0476

0．0564

．0桑75

C 乳児の養育と
膳・

0．1936

．0459

0．1418

．0467

0．1876

．0460

0．夏881

．0460

0．3603

．04i5

0．2807

．0439

0．2234

．0453

0．0182

．0477

D、 乳児への
らきかけ

0．0999

．0‘72

0．5915

．0310

O．1514

．0466

0．2017

0．0458

二〇．1064

．0472

0．0260

．0477

一〇．0657

0．0475

一〇．0387

0．0476

0．3131

．0430

Ea
寡事より育児

0．0236

．0447

O．0738

．0474

0．1086

0．1471・

　0．040010．0476 0．2031

．0457

o．e7嘉9

．0474

0．0832

．0‘74
　0．1299
　0．0‘69

0．2331

．0451

0．2605

．0445

Eb
育児埋没

一〇．0423

0．0476

一〇．0375

0．0476

0．1497

0．0466

、0．0650
．0475

0．4748

．0369

0．2夏39

．0455

0．0609

．0475

0．0522

．0476

0．2691

．0442

O．1038

∋0‘7艮

0．2782

0，0‘40

第3表一2　相関

Aa　㌔ Ab Ac　　　Ad　　　Ba　　　Bb　　　Bc　　　Bd〕　、C　 　　D　　 Ea　　　Eb

Aa子ども時代の家庭

Ab少女期に乳幼児とあそぶ

Ac母になる期待 ◎

Ad少女期の子どもの世譜 ◎ ◎

Ba夫との綱和 ○

Bb妊娠をよろこぶ O

Bc母体の健康

Bd夫より子ども『

ρ　乳児の養育 ㊨ ○

D 魏へめ鶴きかけ ◎ ○

傘家琳り育児 ○

Eb・育児埋没 ◎ ○ Q、

（相関係数r）◎＝，6◎盈．4一．5　0＝．3

その結果が第3表一1である。上段は相関係数ア．下段は

信頼度係数である。なお，相関の概略を門覧できるよう，

相関の高いものを印したの溝第3表一2である。・

1’1）相関のもづと もて高いものは7r辱．6で，AbとDで

ある61 すなわち∫少女期に赤ちゃんをみてかわいいと思

ヤ・ブ子どもと遊ぶことを楽しいと思づていた母親は，母’

親になづて，、乳児に謡しかけたり｝遊んでやったリニ，子」

守唄をうたづてや、り，スキンシップも多いといえるo』ご｝

こで明らかにさ れたようにン母親自身が少女期に赤ちや’

んや子どもと遊んだ経験をもつものは2 自分が母親と加

づ て7 乳児への愛情ある働らきかけをしているの、で紗
るっ　二 』　　　　　 　　』　、　－、　∴　　．、、』：・』集二
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日本総合愛育研究所紀要 第11集

　2）母親自身が少女時代に乳幼児と遊んでいるもの（Ab）

は，Adの少女期に乳児を抱いたり世話をしているもの

とも相関が商い。これは当然の結果ともいえるが，Ab

とAdは「D働らきかけ」との相関ではAdの方が．20で

やや低くなってお膓また他のグループとの相関でもこ

となり・二つが独立していることを示す。つまり・Ad

の乳児の世話をしたグループの中には，子ども時代，仕

卒として無理に乳児の世藷をさせられた経験をもつもの

が含まれると考えられる。

　3）少女期に将来自分が母親になることを期待していた

もの（Ac）は，少女期に乳児や幼児と楽しく遊んだもの

（Ab）と乳児の世話をした経験のあるもの（Ad）と。42

一．46の相関で相関が高くなっている。つ庫り，少女期

に乳幼児に接触をもつことが，母性への期待をいだかせ

るということができる0

　4）Ba夫との調和とEb育児観・社会観の相関はr置．5

に近い。夫との関係がよく夫に満足度が商胚ものはン社

会より育児，母親自身の生活より育児という母親が多い

といえるoざらiと夫との調和の高いものは芝C乳児の世

話とも相関がある（ri．36）QまたBb妊娠を喜んでう

けとめているといえる（r＝．27）。そして7Bc母体の

鍵康とも他のグループと比較してという条件つきで相関

をみる。これでみると，母体として健康体で，夫と調和

皮高くン育児が第一と育児に専念しン乳児の世話に一生

けんめいの母親一こうした母親のイメージがうかんで

くるoしかしンここで問題になるのは，D．子どもへの

働らきかけとだけは相関がないことであるo（もっとも，

Bdl夫より子どもへの傾斜は相関がみられない。しか

し，これはBa夫との調和度を軸に考えれば当然である）。

ここでは，多くの母親たちが社会や自分自身よりも乳児

が大切であると，離乳食やおむつのせわなどに熱中しな

がらン乳児とのスキンシップやあそびをおろそかにさし

ていることを認めざるを得ない。

　5）C．乳児の養育を軸に相関をみてみる。このグルー

プは乳児の世話を楽しんですることの他，乳児に乳房を

V’じられる，乳を吐かれる，おむつを汚されることに対

する感性的な項目も含まれる。これら項目に関するC

はンBa夫との調和，Bb妊娠の嬉こぴ，D．乳児への働

らきかけ，　Eb育児埋没各グノレープと相関がみられる。

そして，母親自身の子ども時代の家庭の暖かさ（Aa），

少女期に赤ちゃんや子ど も、と遊んだり，世譜をしたりし

た経験（Ab，Ad．），また，少女期に将来母になること

への期待（Ac） とは関係がみられない。Dの子どもへ

の働らきかけをよくするrグループがン少女期に年少の子

とあそんだ経験をもつものと高い関係があったことを考

えあわせると，CとDの質的なちがいが明らかである。

つまりC統児の世話をよくする母親と・D乳児とよくあ

そんでやる母親は，それぞれ別の背景をもっているとい

えよう。

　6）育児観・社会観と他のグループとの相関をみると，

育児第一主義のものはンBa夫との調和が商く，C乳児

の世話をよくやき・Ea家事よ勢育児が好きな母親にな

っているoしかし，D乳児への働らきかけとは相関が

みられない。このことを逆に社会へ出て働らく意義をみ

とめ，母親自身の主体性の確立をのぞむ母親たち側から

みると7これらの母親たちが，乳児とあそんでやった

り，スキンシップは十分にしていることを意味してい

る0

　7）Bd，夫と子どもの比重一は2他の11のどのグルー

Fプとも相関がない。むしろ，逆関係に出ているものが多

い。夫より子どもに極端に傾斜している母親は，夫と分

調和度がひくいのはうなづける。この母親たちは，自分

が子ども時代，愛偲にめぐまれず，少女期に年少の子と

あそんだり，世話した経験をもっておらず，い求現在♪

わが子に話しかけたり，あそんでやることをして恥な野

とヤ・える。ここには，子どもだけが頼りというはりつめ

た母親がうきぼりにされる0

3．上位群・下位群による比較

　内部相関ではン各グルーブが，独立した因子をもつこ

と，およぴ2それぞれの関係から母性意識の傾向をよみ

とることができたo

　つぎにン内部相関の結果の意味を裏づけすることによ

って，母性意識の構造を解明することを試みた。

　璋性意識として，意識が前面に串される項目は，E育

兇観。社会観に含まれる各項目である。そこで，育児観

・社会観の強くうちだされる2項目を選び，それぞれに

ついて，上位群と下位群ではンどうちがうかを検討する

こととした。選択した2項目のひとつは，「E3．乳児を

もつ母親が職業をもつことをどう思うか」もうひとつは

「E8，育児が大肇で赤ちゃんがいない方がよいと思う

か」である。前者は，職業意識と育児，後者は育児拒否

と育児に関するものである。

　1）職業意識と育児態度

　《赤ちゃんのいる母親が職業をもつこと》　（E3）は

　「望ましくない」　「望象しい」を5段階に評価されるo

　「どちらともいえない」と回答したものを除きン　「望求

しい」側の回答をしたものと，　「望ましくない』側の回

答をしたものの両群について比較してみるo総数1，718

のうち，　「どちらともいえない」はン643名（37．4％〉

であるo残りの1，075（62，6％）の内訳はつぎのように
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なるo
　　　　A群（望ま一しぐない）　B群；（望象しレ））

　東京　　 28Q　　　　95
　中都市　　　　　248　　　　　　　　S3

　郡部　　　　299　　　　　　　70

　　　　2481
く前掲　表E」3参照）

第・4表一2　職業なしr

計
827

　A群・B群について，AパDの32項目それぞれの零階

別回答数と％を求めゲπ2・検定をおこなった。』

　皐木者紅？いてみると乳「年争」「職業あうものの職種」

r鱗隼数∬夫と碑令孝」魍干群酢繍的龍
の差がみられなかった。

　最終学歴では両群に差があり，中学卒と短大卒は，職

業否定めA群に多くジ高校卒≧大学卒ほ磯準肯定のB群

に多い。学歴が商くなるにづれてナ牢の傾肉があるので

はなく，短大率がA群に偏っ七いるのは，専門的能力を

求めるよりも家庭人としての教養を求めて短大へ進むも

のが多いからであろう（第4表r1）。

第4表一1　最終学歴

勤めたこ結婚前は勤結婚後も勤　　計
とがないめてい牟　めていた

1縛校1融卒
1墜副 大学卒 1計

225 469
98、

27 819・・

A　欝（27．5）％ （57・3〉 （工1f9） （3．3） （100．0）

56 155 18 工6 245

B　群
（22，9） （63．3） （7，’3〉 （6．5） （100．0）

281 624 116 43 1064

計
『

（26。4） （5絃6） （10，9〉 （4．1） （100，0）

』

　　　　　60　　374　　132　　566
A群 、⑯％（6鋤、．（23．3〉（・・⑩

　　　　　　7 　94 　65　166B1
二（4．2）、（さ6，6） （39，β） （1・…）

　　　　．671　 468　197・　732
計．、（9，2）．（63，9）； （26．◎）、 （・・⑯

　　　　　　　　　　　　　　　　 」05＞P＞．01

　職業をもたないものにつヤ・て，丁勤めた：rことがない」

「締婚前まで勤め∫いた」「締婚後も勤めて恥た』に分類

1してみたの灘俵72である・・A群を志勤博験傭

』いものが2 B群（4％）め倍以上のエエ％になっている。

結婚後も勤めてい売ものぼB群よ1』り11％も少なくなって

ヤ・るoすなわち，現在職業をもっていない母親のうち，

職輯定獅職鞘麟よ獄麗脚な蝿の鵬
1く趨魁て》郊結婚酢辞堅しまうもPが多いと
’いえるQ職業肯定群の母親は・現在自分が職業をもって

いなくても，乳児があって職業をもつことを望ましいと

瑠えてお外1その数は166名で職業なし総数1ン203名・（第

．2表r4）の14％に相当するg

　家族につV・て，r家族数」「夫との同居g・別居」・r子ど

も数」　「同居家族」「主に育児をする人」いずれも両群に

；有意差はなか、ったoまた環境にっいての・』「周囲の環境」

1「家屋状況」でも両群に差はみられない6 」： ： ∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．01＞P
福．1子ども献あ細気・A2・控も離の父細愛

情， A3』子ども時勲畷の即一馳3朝甚さ畷
に有意差がないO　A4・少女時代年参おやんをみてどう感

じたかは有離榊ら妬第嫌一3のように加てい
る。職業否定群の方が』「大変かわいい」「大変うるさい」

と麟綿φが多ぐ岬贈輝では「吻いヤ’耳う

るさい」と2と4の段階に偏っている。

第 4筆一3 少女離施や姥見るとどρよう晦
　　　じま したかてA一 4’）

ぴ

1か わヤ・ヤv　l う一 る さ い

i』

1・ lr’2 13 14 レ5 1計

A、！r群

544　　　　　　　137　　86

6612）％（16．7）（10．5）

　21

2．5）

　34

41i）

　822

1Qα，Q〉

．B一

　、143

（57乙 7）

　　52　　32

21，0）（12，9）

・マ1
3（年，2）

　　8［

，．2）

ぞ阜・

（100・0）

計
　　687

64』2）

　189　118

17．7）（11，0）

．34

3，2）

　．42

3．9）

1070

100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　，・05〉P＞・0エ

？ぎ嘩眺られ属のは諌への鞭摩鰯る識
業否定群は，す大変満足」 が職業肯定群よりやや多い。・

「不瀦足」・は全体L少い炉，A群2・4％L・B群619％で3

群が多い。また，夫の家事や育児に対する態度も似たよ

うな傾向が参られ両群に有意差が串てい憂（第4表一5）

第轍一6は子どもが生泌こ≧によつ下・「夫の臨が

v送慮かなくなったことをどう感ずるかにういての両群

ゐ比鼓である。　「気にかからない」がB群の方がやや多

く，1「気にかかる」はA群の方溝多い615r二・・ξ 落

　乳児の養育に関する項目では・・「10項目のうちあつぎg

噸目に有意差がみられた・（第娠一7磁o）・i第蜂

一7赤ちゃんの夜泣きに関しては）』職業肯定群が赤ちゃ

んが「大変かわいそう」と「腹が立つ士の両方に多くジ

職業否定群が丁どちらともいえな恥」．に多い6 っぎの第

一241一



第4表一4

1満

　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要　　　第11集

現在2自分の夫に対してどう感じますか　　　第4表一7　赤ちゃんに泣かれて夜中に何度も起こされ

　　　　　　　　　　　　　（B－2）　　　　　　ることをどう感じますか（C－5）

足林満副

A

・12『314151計
　　499　224　82　16　4　825群
　（60・0）％（27，2）（9，9）（1．9）（0．5）（100．0）

B 　　133’　74　23　8　9　247
群
　（53・8）（30．0）（9、3）（3．2）（3，7）（100．0）

　　　632
計
　　（59．0）

　298　　　105　　　　24　　　　13　　　1072

（27・8）（9．8）（2．2）（1．2）（100．0）

階やんがかわい睡がたつ1

A
・121314151計

　　208　　　工86　　　260　　　128　　　31　　　8工3
群
　（25・6）％（22，9）（32、0）（15．7）（3．8）（100．0）

　　　　　78
B　群
　　　（31．8）

　56　　　52　　　48　　　　11　　　245

（22．9）（2L2）（19．6）（4．5）（100．0）

　　　286
計
　　（27．0）

　242　　　312　　　176　　　42　　　1058

（22・9）（29．5）（・6、6）（4，・）（1・・，・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．001＞P
’第嬢一5庚の騨禰児廟する態度をど憾眩
　　　　すカ、（B－5）

1思いやりがある1思いやりがなヤ・『

　　　　　　　　　　　　　　　　　．05＞P＞．01．
表4－8　赤ちゃんが汚れたおむつをしていることをど

　　　う感じますか（C－7）

A

1・121314［51計
　　415　　　　237　　　110　　　　38　　　　17　　　　817

群
　（50・8）％（29．0）（13，5）（4．6）（2．1）（100．0）

　　　　120B 群
　　　（49．2）

　65　　　　33　　　　11　　　　15　　　　244

（26，6）（13．5）（4．5）（6．2）（100．0）

　　　535
計
　　（50．4）

　302　　　143　　　　49　　　　32　　　1061

（28、5）（13，5）（4．6）（3．0）（100．0）

階やんがかわい1気にならなヤ・i

A
・121314151計

　　718　　　　89　　　14　　　　2　　　　2　　　825
群
　（87・1）％（10・8）（L7）（0．2）（0．2）（100．0）

　　　　206
B　群
　　　（83．4）

　32　　　　　8　　　　　0　　　　　1　　　　247

（13・0）（3，2）（0，0）（0．4）（100．0）

　　　924
計
　　（86．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．05＞P＞．01

第4表一6　子供が生まれることによる夫の世誕の不行

　　きとどきをどう感じますか（B－9）
度4表一9

121　22　．2　3　1072
（11・3）（2・0）（軌2）（0・3）（100・0）、

1気にかからない気にかかる

　　　　　　　　　　　　　　．01＞P

汚れたおむつを扱う時どう感じますか

　　　　　　　　　　　　．（C－8）

11213『d51計
A　群

　47　　　　37　　　137　　　318　　　282　　　821

（5・7）％（4、5）（16，7）（38．7）（34，4）（100．0）

　　　　　20
B　群
　　　（8．2）

　14　　　　42　　　　86　　　　82　　　　244

（5・7）（17，2）（35．3）（33．1）（100，0）

　　　　67
計
　　（6．3）

　51　　　179　　　404　　　364　　　1065

（4・8）（16・8）t（37・9）（34・2）（100・0）

気にならない1きたない1

A
1121314151計

　　670　67　52　22　14　825群
　（81・2）％（8・1）（6．3） （2．7）（1．7）（10D．0）

　　　　191
B　群
　　　（77．3）

　25　14　12　5　247
（10・1）（5，7）（4，9）（2．0）（100．0）

　　　861
計
　　（80．3）

　92’66　34　191072
（敏6）（6・1）（3・2）（118）（100・0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，001＞P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．OI＞P
表4－8では購縦おむつをしてヤ鰐し児齢てr大難ならない」という答えは雌の方が多くなっている．，

変かわヤ’そう」1こ思うものが殆んどであるが・B群の方つぎの第4表一・・鐸し児を入浴縦るのが楽い・か，わ

が「がわいそう」「どちらともヤ’えない」にやや移凱てずらわしヤ咽こついては，r楽しい」rどちらともいえな．

ヤ’る・第俵『9汚れた糖つを扱かう時汀気肱紘い」は醸殆んど同じである．そして，r燈楽しい」

ヤ毫」か・「きたない」と思うかの回答は汀汚ない」とがA群にやや多く・rわずらわしい」即群が多く加

思うのはB群7％・A群4％でややB群1こ多く・r全くている・D乳児への鰯きか酔ナでは， スキンシップ，み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一242一
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第4表一10赤ちゃんを入浴させるときどう感じますか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（C－9）

廉しい1わずらわし司

A

1・1 213『415『計

　　6291266331825群
　（79・5）％（15，3）（7，7）（0、4）（0．1）（100．0）

B　群

184

（74．5）

　37　　　　19　　　　7　　　　0　　　247

（15，0）（7、7）（2．8）（0．0）（100，0）

計

813

（76．1）

　163　　　　82　　 　10　　　　　1　　　1069

（エ5．2）（7，7）（0．9）（0．1）（100．0）

．05〉P＞．01

東京
中都市

郡　部

A群
307

267

312

B群

　9

　工4

　11

第4表一11　赤ちゃんのミルクやおむつ替え㊨時ン赤ち

　　　ゃんについ，話しかけてしまい求すか（D－1）

1す る匹ない1
1≦奪懲爆撫し 計

A 群54423434
匹3 2827

　（65・8）％（28．3）（4』1）（1．6）（0．2）（100，0）

B　群

167

（68．2）

　58・　　　15　　　　　4　　　　　1　　　　245

（23、7）（6．1）（1，6）〈0．4）（10D，0）

計

711

（66．3）

292　49　17　3　1672
（27』2）（4．6） （1．6）（0．3）（100．0）

，01〉P

そんでやる，子守唄をうたうなどの4項目は両群に有意

差はなく，第4表』11授乳や茜むつ替之り≧き，赤ち㌣

んについ話しかけてしまうか一は有意差がみられた。

これは表にみるように，職業肯定群の方が「よく詔しか

ける」ことが多く，Cの養育の世話の場合の各項とはち

がった結果になって野るご』

　2）乳児拒否の母親の育児態度

　《育児が大変で歩ちゃんがい雰ヤ・方がよ牟ったと思う

こと》　（E8）が．「いつも思う」．から「まったく考えた

ことがない」まで5段階にチェックされるo「まったくな

い」をA群，「いつも」と『しザし摩斗尽ラもの奪B群≧

して，両群の差を検討するQ　A～Dの32項目について，

それぞれの段階別の回答数を求め，　炉検定によって有

意差を遜てヤ｝く。A群，耳群の数はつぎのようになる。

　乳児を矩否する母親は致響塗く34名にすぎないがl　A

群とは明らかなちが畷あ幹・全囎1ζわた？て浮呪

にとって否定的2あるいはマイナスの回答が出されてヤ‘

　　　　計　　　886』　．34一
　　　　　　　　　　　　　（前掲　乗Eデ8参照）

る。これらの項目ひとつひ≒つについてはン第5衷』1

～18に示す通りである。何れも，B群（拒否群）が乳児に

とって不都合な回答ボ多く，その差も10％～20％と大き

な開きがあリァー見して表を読みとれるo したがって♪

項目ごとの言及をさけて表示にゆづ蛎結果を概括して

みよう。

　乳児を拒否しているB群の母親は数は少なく全体の2

％である。母親の鵯令，学歴，職業，結婚年数，夫との’

年令差のいずれもプ A群と差がない。求之，子どもQ

数，家族数，祖父母との同居など，ともに差はみられな

い。居住環境や家族の状況にも差はない。』

　母親が子ども時代の家峰の雰囲気や父母の愛情は2A

第5表一1現在心を肖めて》・るのは夫より手供の方が・』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B－10）

隊き司小さい1
1・／2131415 1計

　　　　282　　 　278　　‘287　　　　工8　　　　　9　　　　874

A　群　　　（き2・2）多（3手8）13218）・．（21）（盆0ン（エ00．0）

　　　　　15　　　　　9　　　　8　　　　1　　　　工　　　　34

B　群
　　 （44・1）（26．5）（23，6〉（2．9）（2．9）（100』0〉

　　　297　　287　　295　　　 19　　　10　　　 908』
計
　　（32．7）（31．6）（32，5）（2，1）（2．1）（100．0）

‘50〉P＞．3q

第5衷一2 少女時代2赤ちゃんを見る一とどのように感

　　　じま，したが （A－4）

かわ』いい1うるさ司
・、1、213巨151計ぐ

A群』
99

159』
81

1．25’、22一』886

　　　（67・6）％（17，9）（9．2）（2．8）（．2，年）（10blO）

　　　　 』15　’6 　5　2『 『5』．33『
1B　群
　　　（45，4）（18．2）（15．2）（6．0）（15．2）（100．0）

計　61416586 27、r
1．371 孚1匪、．

　　（66・8）（18，0）（9、4）（2，9）（2，9）（1QO。0）

｛、001＞P
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第5表一3 少嫡代・小さヤ・子と齢ことをどう思V・第5衷一6雛の弐と粧瀧どう感じていますか
　　　象したか（A－5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B－4）

隊し司わずらわしい11U21 31d5i計
　　　　4761＄1r1534625881
A群　　　（54・0）％（2⑯（1乳1）（5・2）（2・8）（100・0）

　　　　　16　4　3　317　33
B　群　　　（48，も）（・2．・）（9．1）（阜1）（21．2）（100．0〉

　　　492　　　　185　　　156　　　　49　　　　32　　　　914

計
　　（53，8）（20．O）（17．1）（5．2）（3．5）（100，0）

1満 足1不満副
い12し314151計

A
　　447　　　　203　　　191　　　 14　　　　　6　　　　861

群
　（51．9）％（23，6）（22，2）（L6）（0、7）（100・0）

　　　　　15
B　群
　　　（45，5）

　6100．233
（18・2）1（3α3）（砿0）（6・0）（100・0）

　　　462
計
　　（51，7）

　209　　　201　　　　14　　　　8　　　　894

（23，4）（22．5）（L6）（0，8）（100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．001＞P

第5表一4　少女時代，将来母親になることについてど

　　　　う思い象したか（A－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．02〉P＞．01

第5表一7　夫の家事や育児に対する態度をどう感じま

　　　すか（B－5）

／鮪していた 瞳だつた1

・121314t5 1計

　　　　394　　　179　　　279　　　 15　　　10　　　877

A　群　　　（44．9）％（20．4）（31．8）（1，7）（1，2）（100、0）

　　　　　11　5　9　 2　6　33
B　群
　　　（33，3）（15．1）（27，3）（6，1）（18。2）（100、0）

　　　405　184　288　17 16　910
計
　　（44．4）（20，2）（31．6）（1。9）（Lβ）（エ00・0）

1思ヤ・やりがある［思いやりがなV・1

1 121314151
計

A
　　488　　　238　　　104　　　27　　　ユ4　 　871
群
　（56．1）％（27，3）（11．9）（含．1）（1，6）（100，0）

　　　　　20
B　群
　　　（60，7）

　8’11　1　3　33
（以，2）

（3．0） （3．0）（9．1）（100．0）

　　　508
計
　　（56．2）

2461Q5 28179P4
（27．2）（11．6〉（3．1）（L9）（100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．001＞P

第5表〒5　少女時代に赤ちゃんを抱いたことがありま

　　　すか（A－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．02＞P＞．01

第5表一8　現在の赤ちゃんが妊娠した時どう感じ窪し

　　　たか（B－6）

　　　降　る匝州　　　1 うれい・1困っ司

　　　　灘騰欝芳鵬島計　い回・14団計
　　　　う 　　う　　えなV・思う　た　　　　　　　　　　　　　639　　143　　65　　17　　16　　880

　　　　432　225　85　90　50 882　　A群A群　　　　　　　　　　　　（72・6）％（16・3）（7・4）（エ・♀）（1・8）1（100・0）
　　　（49．0）％（25，5）（9．6）（10．2）（5，7） （100，0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　861234
　　　　　11　9　1 8　 4　33　　B群
B群

3ま3）（2乳3）（3。）（2嵐3）（1a1）（1。軌。）　（5⑩（235）（1乳7）（鉱9）（ag）（10砿0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　656．151　71　18　18
914

　　　　　443234869854915　計（7エ．8）（i6．5）（7，7）（2，0）（2，・）（・・d・）
計（48』4）（2臥6）（駄4）（f・17）（鋤（1・軌・）　　　　　　．。5＞P＞．25

　　　　　　　　　　　　　　　　，025〉P〉．02

群と変らな購縮身力乳少女磯鵬撃し児に接した　夫との粧活や夫の収入に不満なものが訊児拒否の

り，子どもと遊んだことがな瞬騨B群に多く，A群母騨多くみられる・夫の思い鯛こ関しては過群と

≧大き尽ちがヤ・が痴B群の脚ま沙燗に将来母比飛てB齢薩一鍍思レ卿がある・ま？たくな

になるこ
とをいやがっていたものが多い。　　　　　　　い一に分散している。現在の乳児を妊娠したとき， A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－244一
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第5表一9 現在の夫の収入に対しど う感じていますか　　第5表r享2 赤ちゃんに苺か恥て夜中に何度も起；され

　　　、（B一孕1）　　　』 一　　．　　　　　　　　　ることをどう感じますか（C－5＞

1満 足1不満 足
1

1
・ 1－2卜3 1』41 』51 1．計

　　　　326・232♪・9473声尋8・
Ar群 3ゆ％伽）（22．。〉（絃3）（a3）（乳。⑳

　　　　　9 、5r　g　言　ウ　33
B群 2乞3）％（・a・）（2乳3！（9・）121．2）（・・軌・）

　　　335 2372・376 年9・3
計（3鳳7）（26．。）122．2）（亀3）（618）（1。砿。）

　　　　　　　　　　　　　　　　』02＞P＞．01

箏無慧じ重譲囎嘩襖とに？哩う

磨や夕がかわい1 腹がたつ／

・・卜21． 3卜4卜51計
　　　 272 223 r，265　

93
エ7　870

Ar群＠3）％（2a6）（3αの（玲7）（
且。）（1。⑰

　　　　　9・　4　6 　8

7　34麟（2臥ξ5）％OL8）（叫2毎5）（2α6）（…16）

　　　・28・ 227
』271・エ・1』毎♀b4

爵．（3≒、）
（βaエ）㈱（玉L2）（名6）（・・α・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．00玉＞♪

賑亀禦聯轡轡ぢ1轡すカ）

瞬し州
わずらわしい1

1［213i415 卜計

　　　　38・惚4 ・84・49…2869
A　群　　　（4翫7）％（2鼠1）（21．2）ビ5。6）（

1』4）（10⑩

　　　　．・7・
～8．．9

4 』5
33

B　群　　　（21．2）（24，2）（27．3）（12．1）（15，2）（100．0）

　　　 387　　　252　．193　　：53　　．17・　　　902

計
　　（4象9）（2乳9）（21．4）（5』9）（1．9）（100，0）

1知ならなレ・1・ わずらわしヤ・1

1・卜2レ3i4レ51計、
　　　　46叫・8叶．・24 I 91』：6879A 群（534）％（2募5）（脚くユ¢3）（¢7） d・αb）

葺・
工・ ”姓4・9・二73ヂ

　　　（29・4）q寿8爬8）（2危5）（2飢5）！10α0）

　　　　479 1・93 乙li26． 1・643・9・3
計

　　　（52．「5）（21・1）q舎0）（真1・0）（ L4）（100・0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．001＞P

第5 灘霧隻瓢禦鰹∋警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．001＞P

箏・彗灘顯欝妻？を四為睦

／難ならないrI一ぎたな1い・1・

　　　い／ 呂一131、45』r託

璽轟llll鵬、轟編㌔

　　　　　・5 6　514’二3 ＄

B㌦5） （・912〉（fゆ（・2i）⑳ （・・α・）

　　　385　　　137　　132　　　35　　　　91　　898

計
　　（65．1）（15．3）（14，7）（319）（LO）（100．0）

樽躯峻か々母気にならない’

』f、llr2ヅ1『3111』41 昏ir寄

瞬（8翻工器 ．識12）一（。遣）、（1臨

B癖」』28
』き ・〆エい1－3呂r

　　、醜9）ll：頭） （β』・）‘3．φ1⑩一（・・α・）

計，・808 β1’一131・2 915！

　　（88．3）・（10．0）（1．4）（α1）（0，2）’∫（10α0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　「．・・1＞p　r』 ・』 　 一△・d・＞1》

灘齢でV、るもの9。％剛し，B群は75％療ある5湾なヤ・と恵ヤ・，夜中に賑も起こされると藤立つ母親

　乳児挺否の母親はンA群の母親と くらベン離乳食づく　　がA群より，・ぐんと多い。．赤ちゃんがひど1ぐ泣く』と1きは

芝し灘購蹴蕊灘皇灘縁響櫛弊階llB鯛轡醗』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一245一
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第5表一15赤ちゃんを入浴させるときどう感じますか

　　　　（C－9）、
第5表一17 赤ちゃんの身体を思わず撫でた堕さわった

　　　　り，ほほずりしたりし衷すか（D－2）

1楽しい1わずらわしい1
工 121314151計

A 　　705　　　123　　　53　　　　0　　　　1　　　882
群
　（79，9）％（13，9）（6．0）（0．0）（0．2）（100．0）

B　群

22
6　　　4　　2　　0　　34

（64，7）（三7．6）（11，8）（5．9）（0．0）（100．0）

計
1727　　　129　　　57 2　　　1　　916

（79i4）（14．1）（6．2）（0．2）（0．1）（100．0）

．001＞P

1す る1しない
舞舞蔓嚢懸樒し 計

A 　　723　　　　131　　　　30　　　　　2　　　　　0　　　　886

群
　（8L6）％（14．8）（3，4）（0，2）（0．0）（100．0）

B　群

22

（64．7）

　5　　　1　　4　　　2　　　34

（14，7）　（2，9）（1L8）　（5．9）　（100，0）

　　　　　　　　　　ダ

計

745

（81，0）
　1363162920
（14，8）（3．4）（0．6〉（0．2）（100．O）

．001＞P
第5表一16赤ちゃんの泣き方がひどい場合どのように

　　　感じますか（C－1Q）

心 配1うるさい『
1 121314151計

A 　　740　　　　　99　　　　34　　　　　9　　　　　4　　　　884

群
　（83．5〉％（11．2）（3。8）（1．0）（0．5）（100．0）

B　群

20
11　　3　　0　　0　　34

（58、8）（32．4）（8．8）（O．O）（0．0）（100，0）

計
760　　　　110　　　　37 9　　4　　920

（82．6）（12．0）（4，0）（1．0）（0．4）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　．005＞P＞，001

　乳児とのあそびやスキンシップもA群にくらべてンB

群で礪大変少なくなっている。両群に有意差のない項目

については，とりあげることを省略したが，ひとつ見逃

せない項目がある。それは，つぎのB－10現在，心を占

めているのは，夫かン子どもか一の問に対する回答で

ある。乳児を拒否しているB群は，子どもへのウエイト

が少ないかと思うと，むしろ，反対である。夫より子ど

もの方が大きいものは，B群の方がA群より12％も外い

のである。A群は「子どもの方が大きい」「ややそうで

ある」　「どちらともいえない」がほぽ30，％づつになっ

ている。B群は「子どもの方が大きい」にかたよってい

るのである。ここで注目すべきことは，「子どもがいな

かったらよい」と思う母親が，必らずしも・乳児をない

第5表一18　「イナインイナイ，バア」など赤ちゃんと

　　　の遊びをよくしますか（D－4）

1す る しない1

樺毒ゑ礁懸瞭し 計

A 　　552　　　　236　　 　64　　　　10　　　　16　　　　878

群
　（62，9）％（26，9）（7．3）（1．1）（1．8）（100，0）

B　群

20

（62．5）

　8　　　0　　2　　2　　　32

（25，1）（0。0）（6．2）（6．2）（100．0）

計

572

（62，9）

　244　　　　64　　　　工2　　　　18　　　　910

（26，8）（7．0）（1，3）（2．0）（100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．025＞P．02

がしろにしてはいないということである。むしろ2いつ

も心にかかっているといえよう。子どもに集中していな

がら，r育児へのゆとりのない態度がうかがえるO

　ここで，内部相関による分析7）Bdの衷づけとなるも

のがみいだされる。すなわち，他の各グループとまった

く相関のみられなかったものがン「夫より子どもへの傾

斜」ただひとつであった。「夫より子ども」に強く傾斜

しているものには2子どもとあそんだり2楽しんで育児

したりせず，夫とも相談できずに，ただ子どもが気がか

りでン「乳児がいない方がよい」と思う危険な潭親も含

まれているといってよいであろうo

IV　総括および考察

　以上の結果を総括しながら，母惚意識の構造の分析お

よび実態について考察するo

　L　まずナ大都市（東京）・中都市・郡部の三群に分

けて検討した。これは，ひとつには，現代の親の母性意

識をより実態に即応して把握するためであり，また，社

会変動の一要因である都市化現象の流動の上にたって母
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性意識を獺するためである．　　　　づ軌授乳な鵬都市の方が楽しんでヤ’る結果がで
　1）母親の年令，学歴な都市ほど高くなっている。東京　　ている。都会の生活のゆとりが楽しんで育児をさせるこ

は子どもひとりが多く，郡部は結婚年数が高くなってい　　とにつながっているのであろう。乳児がひどく泣く時分

る。しかし，芋ども数・結婚年数は，全国の実態ではな　　不安は農山村部に強く・．医原施設の不備を知らされる。

ヤ」．乳児検診で保漸を利用する騒の実態である遡　乳児へのスキンシップや話しか壱ナでは汰差ないが都

父母同居は郡燦多＜，祖騨育児鱗しているの搬卸かこ多い・綿とあそ樋褐の賄醗をもって
村に多ヤ・．有職者は，郡部で53％，幅市29％凍京・3都会が多V・・ここで膿榊畷のゆとり傭さが秘

％で，乳児をもって働らいている母親は・都市ほど少な　　れる。全体の一割ぐらいの母親は・子どもが泣かないと

く痴ている．　　　　　　　　抱かなかったり誘やし畑していなヤ’・35％の母親は1
2）母親朗が子ども噸，家庭の雰囲気が暖かく戊子守唄をうたわない・全馳畷たちは訊児礒育

母の愛をうけていたと答えたものは都会ほど高くなって雑話に隠命腿乳児の心一の働きかけは少妙

いる。母親自身が少女時代に年少の子をよく 遊んでやっ　　ということができよう。

たと答えたものは50％内外で都鄙別の傾向はないが・乳　　　社会に出て働らくことと育兜をすることでは，育児の

児の世話をしたととがあるものは農村部ほど多い。全く 　方が楽しいというもの51％♪どちらともいえないというこ

世話をしたことがないものはン東京29％，中都市26％　　　もの40％残りρ一割弱が育児の方がつま争ないと答え

郡繍％である．都市の齢勲，核家族化の傾向慨ている・龍の加二楽レ蝿曙都会融多く清騰
児と接触する機会砂なくしていると厩よう。母縮つまらないという回轡郡騨多v’（軍京5・7％・繍

身が少女の頃，将来自分恭母親になることを期待してい　　 10％）。ところが・乳児脅もつ母親が職業をもつことに

たものは，中都市に多く，東京ど郡部はほぼ同じであ　　っいては，都会り方が肯定餉悪見が多く（都市16％， 郡

る。
これは他の項目とちがう結果である。中都市では母　　部11％）夕有意差が夢られている。すなわち， 都会の母

親の座の肯定的評価が高いともいえる。一方・東京と比　　親は，社会に出て働らくより育児の方が楽しいといいな

較して，騨選択胎疏成人女性のイメージが貧函でがら・：乳勉もつ母繍聯齢つことは肯定する傾向

あるとも叡ら縫．郡部は東京と数字こそ剛驚る溝られるのである・考筋として雛を齪い応情
が，質的にはちがうものがあろう。すなわち，母の生活　　的には育児に傾斜している母親が東京や中都市に多いと

のきびしさが，少女たちの母への期待を少なくしている　　いえよう。母親自身の楽しみのために乳児蓼預けて出か

と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けることについても7東京℃中都市。郡部の順に否定的

現在，夫との結びつきや家庭の獺気が暖かいと答ズ意見が強くなる・ こ串脚村部の畷自身の主体性
るものは都会ほど多く，いわゆるマイホーム的傾向がラ　　に対する保守的考えがうかがむれる。

かがえる。現在の乳児（乳児検診対象の子）を妊娠した　　　育児が大変なので乳児がいない方がよかったと思うも

とき，喜んでいるものは80％前後であ堕，都会ほどその　　のはきわめて少ないじしかし，乳児がいない方がよいと

数は多ヤ・．函ったと答えたもの膿村の方が多ヤ・．これrいつも思う抽の汀しばしば思う」ものを含めて2

は，鯨のばあ臆第仔が講に多いことを含版考％の母親脚る・数こ砂ないが・乳肋うと隣てヤ’
えられなければならないだろう。妊娠中の健康や月経の　　るこの母親たちは《危険な母親》なのである。

時の変調については翻の差はない力二，幾分農村の母親　2・内繍関はって滑性齢の鱗の分椛欝

の方濁体として懸である．月経の時，購の変りやた・各小囎の類噸をまとめて調のグループとして

すいものが，三群とも32％前後の高率を示している・　相互の相関を出した・’

夫と子どもとどちらが母親の心を勘ているオ・齢る　・）少嫡に年少の子と遊耀緻をもつ母親と・紛

と，65％眺のが子どもに比重がかカ・っている．そし潟親となった現在浮睨一のスキンシップや話しか

て，子どものために夫の世話が行きとどかなくなったこけ・そしてあそ純よくしてやる母親昂つとも高噸

とについては，7。郷気がかりであると答えている．都騨紡れた・母親の愛陥る子どもへの働らきかけ

翻の差はみられない．多くの母親は，夫の踊がいきが・乳児の購を安定させ凋囲の人物への関心をさ

とどカ、なく加たことを灘し，難しながら，なお，そ咄すの筋る・母と子の交瀧もつ7望象しい母親

夫よ好どもの方に心瀬斜しているとヤ・えよう。　となるためには母縮身力主少女期に勤児に雛し・

乳児の糖の実際に関しては，乳児の食べ残しを食べ・騰をしたり遊んでやる機会をもつことが灘腰件と

ることが気醜らないのは繍別の差苧まないが，離乳食して高く縮されてよいで紡う・
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　2）相関関係のつよさから，もうひとつの母性像がうか

びあがる。それは，夫とゐ調和度が高くン社会に出て働

らくより育児，自分自身のことより育児を大切に考え，

乳児の世話をよくしているタイプである。一見理想的な

母性のイメージであるが夕どちらかといえば育児埋没型

で，育児に熱中しながらン乳児そのものへの望ましい形

での働らきかけがおろそかであり2ここにア現実のわが

子の存在ぬきに育児書にたよる現代め母親のひとつの姿

をみることができよう。

　3，母性意識として2意識が前景に出されているもの

のうち，特徴的な二つをとりあげた6すなわち，職業意

識と乳児拒否である。それぞれについて，上位群・下位

群に分けてその育児態度を分析した。

　1）職業意識と育児態度　乳児がいる母親力職業をも

つことを望求しいと答えたものを職業肯定群とし，他方

㌣職業否定群とした。職業否定群は中学卒と短大卒に多

く，職業肯定は高校卒と大学卒に多い。これは，短大進

学するもの1引専門能力より家庭人の教養を求めている

ものが多いヒとのあらわれであろう。就職経験のあるも

のほど職業肯定が多い。母親の子ども時代の家庭の暖か

さや少女期め年少児への接触は変りない。夫との調和，

夫の思いやりは職業否定群に商いo乳児の世話を楽しん

でいるのは磯業否定群に多いが，乳児への働らきかけは

やや職業肯定群に多い。内部相関でもこの傾向はみられ

た。つま窮職業意識のある母親は，育児』辺倒の母親

より乳児の世語はいきとどかないが，乳児とのあそぴや

．納捻マカ禅1蕪∫好蝸のである・
　2）乳児拒否と育児態度　　自分の手～もゐ存在をうと

んでいる母親をとりあげた。 このような母親は，年令や

学歴，職業，子どもの数，家族構成とは無関係に現われ

る。乳見拒否の母親は，子ども時代の家庭環境が冷た

く，少女期に小さい子と接触する機会がなく，将来自分

が母親になることをいやがづていたものが多い。夫への

不満があ弘妊娠したことを喜ばなかったものも多くみ

られる。乳児の養育をわずらわしいと思い，子どもに働

ちきかけることは非常に少ない。こうして拒否群は，乳

児にたいして否定的な態度をとりながら7子どもがいな

かったらよいと思っているのである。しかし，ここで見

第11集

逃すことのできない事実は，夫よりも子どもに心をうぱ

われていることであるoこのことは，内部相関で2夫よ

りも子どもにウエイトめあるもめが，他の項と象らたく

相関がなく，逆相関が多かったことを意味づけてくれ

る。わが子を拒否している母親は，わずか2％昏ある

が，子どもが気がかりであってなお，子どもをうとまし

く思う《危験な母親》の存在を示しているo

　　　　　　X　　　　　　X　　　　　　×

　以上，母性意識の実態にふれるため，現に育児にもっ

とも時間を費している乳児の母親の母性意識を考察し

た。農村部と都市部では大差なく，そこに農村の都市化

をみることができた。しかしゴ都市では，楽しんで育児

をしているものが多く，農山村部では職業をもつ母親が

多く生活のきびしさがうかがえる。また夕母親自身の主

体性などに関してはン農村における保守的な考えが明ら

かであった。

　子ども時代の暖かな愛箭ある家庭一そこからは《危

険な母親＞は生みだされていない。子ども時代の家庭環

境歩将来の母性への土台ともなることを示唆している。

また，より豊かな母悔を発揮するたあには，少女時代か

ら小さい子の世嵜舌をしたり遊んでやることが第一の要因

であることが認められたのである。自分の子のように全

責任を負って育児するのではなく，心のゆとりをもって

乳幼児に接する体験一少女期にこの体験があればンそれ

によって将来母となったときにン子どもを扱かう自信が

生まれ，暖かい自然な態度で子どもに接していくことが

できるのであるoこの経験のない母は，真剣に育児にと

りくんでいても，実際にはそこに母と子の交流が失われ

ており，育児ノイローゼにつながる危険もはらんでい

る。核家族の中で成長する現代の子どもは，小さな子と

接したりする機会がなくなる傾向にある。それだけに，

このような機会を積極的・意識的にもたせていく必要が

あろう。

て本研究の実施に御協力いただいた束京都，石川県及び

高知県の関係保健所の職員の方夕に厚く御礼申上げま

す。〕
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〔附〕　質問紙

この継をま赤ちゃ麟つ繰鵬じ方轍方を知ることを目的としています・無記名鰯しいです

から卒直な御意見をお岡かせ下さいd』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 日本総合愛育研究所

　該当するものに○印， 文は（　）内にご記入下さい。

　　　　　　都　　　　　区　　’　町、

　　　　　　　　　　　郡
　　　　　　県　　　　　市一村

A．記入者について
．年令　（、〉2・才縮（2）2・一24才（3）25－29才 ＠）3・一39才（5）40才以上

．縢輻 （・）騨卒（2）磁卒（3）短大卒（4）大学卒

・職業 la職業あり
（・）毎日勤めに出る・（2）ノ婦で働きに出る

　　　　　　　　　　（3）自営業（農業・商業等）1∫（4）内職

　　　　　　b麟なし（エ）鋤たことがなヤ・（2）結婚前は勤めて喚

　　　　　　　　　　　（3）結婚後も職業を持っでゼた

1麟職　（・）2年輔（2）3－5矩［（3）6一・・年（4）・・翻ガ

　・夫との年令差（1）夫より年下　　（2）同奪　　（3）未より年上

7

B。家族について

　・家族数に （1）2人

　・夫　　　（1）同居

　・子ども

（2）3人（3）4人ゆ人（5）6人
（6）7パ（7γ8人以上（

（2）仕事螂合で別榊（31その他の理由で別居（4）繍㌧（5）死別

険 副性別
第・デ 1才月1，身女

第2子／才川男・家

第3副 才 月隔女

第4副才周男・女

第5子1才月隔女
・ その他の同居家族

・その他の同居人

・主に育児をする．人

父母の　（⇒祖父

母方の　（i）桿父

（1）住込遜り従業員

（1）母 ⑫）祖母

（2）祖母　　（3）その他の身内（

（2）祖母　　（3）その他の身内（

　（2）お手伝い　　（3）その他（

（3）その他の家人　　（4）使用人 （5）その他（

）人

C，環境について

　。周囲の環境

　。家屋状況

（1）農・山・漁村　（2）工場街　（3）商店街　（4）団地　（5）住宅街

（1）一戸建　（2）鉄筋アパート 1（3）木造アパート　（4）借閲
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次の項目についてプあなたの気持ちに最もぴったりするところに○印をつけて下さい。

記入例

○　あなたが現在の赤ちゃんを妊娠してい

る時心や身体の調子はどうでしたか

　全　 や　　どや　 全
　　く　や　　ちや　　く
　そ　ぞ　ら哲　そ
　ワ　　フ　いと　フ　　つ
　感　 感えも　感　 感
　じ　　じ　な　　じ　　じ
　た　　た　い　　た　　た
快調じ　　1　－　1
　　　　　　　0

1調子が悪い

A　1，　あなたの子ども時代ンあなたの家庭の

　　　雰囲気はどうでしたか

2，　あなたの子ども時代，あなたは父親か

　らどのように扱われ求したか

3，あなたの子ども時代，あなたは母親か

　らどのように扱われ象したか

4．　あなたは少女時代，赤ちゃんを見ると

　どのように感じましたか

　　　全　 や　　どや　 全
　　　く　や　　ちや　　く
　　　量　ぞ　らそ　そ
　　　つ　　つ　いと　う　　う
　　　感　感えも感　感
　　　じ　　じ　な　　じ　　じ
　　　た　　たい　　た　　た
暖かい　 一　　r　　！　　［　　1

かわい
がられた　1 1　　　聖

冷たい

かわい
がられた　一

かわい
がられない

5。あなたは少女時代，小さい子と遊ぶこ

　とをどう、思いましたか

6，　あなたは少女時代，将来母になるこ

　とについてどう思いましたか

がわいい　一

　　　　　かわい
1　　　　　　　　がられない

　　　　　　　　　　●1　　一　　［　うるさい

7．　あなたは少女時代，赤ちゃんを抱いた

　ことがありますか

楽しい　　I　　r　　l　　曜　　r

期待していた　1

　　よ　　し　　ど
　　く　た　　ち
　　し　方　　ら
　　た　　だ　いと
　　と　　と　えも
　　思　　思な
　　つ　　ワ　い
ある　F　　I　一

わずらわしW

　　　　P
いやだった

8．　あなたは少女時代，赤ちゃんの世話を

　したことがありますか

　　＼

B　1．

ある

　し全
　な　く
　い　し
　方な
　だ　か
思と　っ

う　た
『　1　ない

現在あなたの家庭の雰囲気はどうですか

　　　全
　　　く
　　　そ
　　　う
　　　感
　　　ず
　　　る
暖かい　1

1　匹　　瞑　1　ない

や
や

哲
ワ

感
ず
る
5

　ど
　ち
　ら
いと
えも
な

い
『

や
や
ぞ
フ

感
ず
る
1

2・現在あなたは自分の夫に対してどう感じ

　ますか 満足　『 ］

全
く
そ
う

感　　　　　。
ず
る

1冷たい

3，　夫との結びつきについてどう感じますか 強い 騨　　　『

i不満足

1弱い
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4．

5．

6，

7，

8シ

9．

　　　　　　　高橋他：乳児の養育における母性意識の構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　　や　　ど　や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　や　　ち　や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　そ　　ら　そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　う　いと　う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感　　感　えも　感r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ず　　ず　な　』ず

現在夫とゐ性蝉どう感じていますか一満足や執う

夫の家事や育児に対する態度をどう感じ．思いやり　　1　 1　　1 ．　臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がある
ますか

あなだは現在の赤ちゃんを妊娠した時，

どう騨したか　　　う概．1』．『1
し

’、

あなた力煽在め赤ちゃんを妊娠してヤ・る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　快調　I　　I　I　I
時醐騨子はどうで

あなたは月経の時，日頃と比べて気、分は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　変らなヤ・　匿　　1　　匿　　1
どうですか

子どもが生象れることによって夫の世語

がゆきとどかなくなったことについてど　気にかかる　1　　1
1
　 1

う感じますか

現在あなたの心を占めているのは夫より

子どもの方が……　　　大き… 1章1デ、

現在，夫の収入に対し，どう感じていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足　l　　I　I1

1

すか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全 、や一ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　や　　ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　そ　　ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　う　いと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感　　感　えも

全
く
そ

う
感
じ

る

　1　不満足

　　思y、やり
　　　　がない

　困った

　　
、　一

1　調子が悪い

1　変りやすい

10．

11．

C　1．

1気に　　カ、カ、らなヤ、

2．

3，

4．

5．

61

1小さい

・赤ちゃんに乳房をいじられること琶どう

感じますか

手づくりの纈館作ることについてど

う感じますか

赤ちゃんがお乳を吐いて衣服を汚じた時

ど9ように感縁すか．

赤ちゃんが食べ残したもりを食ド資こと

についてどう感じますか

赤ちゃんに泣か晒て夜中に何塵逃爬こさ

れることをどう感じますか

夜中の授乳やおむつ替え’をどう感じます

か

　　　　　　ず
　　　　　　る
　　楽しい　1

　　楽しい

　気に
　な徳ヤ’

気にならなヤ・

赤ちゃんが　　1
　かわいそう

気にな らない

ず
る
ヒ

な

い

　　　イ1不満足』

　・やr全・
　　や　　ぐ
　　そ　　そ・
　　つ　　　，
　　感　　感
　　ず　　ず
　　る　　る
　　I　　I　気持ちが悪い

【　1　　　わずらわし塾

聖「

きたない

1　　　　1

1きだなヤ・

1　　　　1　　　　｝

1腹がたつ

1 わずらわしい

一251一



日本総合愛育研究所紀要 第11集．

7，　赤ちゃんが汚れたおむつをしていること

　をどう感じますか

8，、汚れたおむつを扱う時どう感じますか

9，あなたは赤ちゃんを入浴させるときどう

　　感じますか

1α　赤ちゃんの泣き方がひどい場合2どのよ

　　うに感じますカ》

赤ちゃんが
　かわいそう

全　や　　どや　全
く　や　　ちや　　く
そ　　そ　　ら　そ　　そ
う　う　いと　う　う
感　　感えも　感　　感
ず　　ずな　ず　ず
る　　る　い　　る　　る
l　　　　I　　　l　　　I　　　　艦

気にならな1r・　， 5　　’1

気にならなヤ・

楽しい　鵬

1　きたない

心配　1

1　わず らわしい

D　1．赤ちゃんのミルクやおむつ替えの時，赤

　　　ちゃんに2つい話しかけてしまいますか

1うるさい

2．赤ちゃんの身体を思わず撫でたりさわっ

　たり，ほほずりしたりしますか

3．赤ち やんがむずかっていなくても抱いた

　　り，あやしたり7声をかけたりしますか

4，、「イナイぞ　イ．ナイ，バア」など赤ちゃん

　　との遊ぴをよくしますか

5。　赤ちゃんを寝かぜる時，ひとりでに子守

　唄が口をついて出ますか

　　よ　 す　 ’ど　　し全
　　く　　る　　ち　　な　く
　　す　　方　　ら　い　し
　　る　　だいと　方な
　　と　　と　えも　　だ　い
　　，思　　，思　な　　 ，思と

　　ワ　　フ　い　　フ
する　1　　－　1　　6

する　1

しない

する　1

1　しない

する　1

1　しない

する 一　　　1

『　1　しない

E　1．，家事をするより育児の方が・・

2。

3。

4，

5．

　楽しい

　楽しい

　望象しい

当然である

『　1　しない

社会に出て働くより育児の方が

赤ちゃんのいる母親が職業を持つことは・…

母殺準育児をすることは……

あなた自身の楽しみの為に，誰かに赤ち

や々を預け1て出かけることをどう思いま

ナか．

育児の為に，母親のやりたいことが制限

されることについてどう思いますか

全　　や　　どや　　全
く　や　　ち　や　　く
そ　　そ　いら　そ　　そ
う　　う　えと　う　　う
思　　，思　なも　，思　　，患

う　　う　い　　う　　う
一　　　　『　　　1　　　l　　　　I

1　　　　□ 1

I　　　I

1 ，　　　1　　　『　　　 1

当然である 1　　　『　　　1

わずらわしい

つまらない

望ましくない’

ぱかばかしい

6．

当然である 1　　　　『　　　鵬

l　　V鰭ナなヤ、

1残念である
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、

7。　育児から解放されたいと思うことがあり

　ますか

い　 し　と
つ　ば　き
も　し　ど
ああばあき
る　る　る

た　ま
ま　っ
に　た
あ　く
る　な
　　い
『　　　1

8．育児が大変で赤ちゃんが居ない方がよか

　ったと，思うことがありますか

い　 し　と
つ　ば　き
も　し　ど
ああばあき
る　る　る

1　　　『

た　ま
の
5　　つ

に　た
あ　く
る　な
　　い
r　　　　I
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